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訓
政
初
期
に
お
け
る
中
国
国
民
党
宣
伝
部
に
よ
る
党
内
の
統
治
強
化

鈴　

木　
　

隆　

弘

　
　
　
　
　

は　

じ　

め　

に

　

一
九
二
〇
年
一
一
月
、
中
国
国
民
党
（
以
下
、
国
民
党
と
略
す
）
は
、
総
章
（
組
織
規
約
）
を
改
定
し
て
初
め
て
宣
伝
部
を
置
く
こ
と
を

決
め
た
。
以
降
、
現
在
の
中
国
共
産
党
（
以
下
、
共
産
党
と
略
す
）
に
至
る
ま
で
、
近
現
代
中
国
の
政
党
に
は
宣
伝
部
が
存
在
し
、
言
論

を
統
制
す
る
主
管
部
門
で
あ
り
続
け
た
。

　

近
代
中
国
に
お
け
る
「
宣
伝
」
は
、
政
党
が
そ
の
理
念
で
あ
る
主
義
を
農
民
や
労
働
者
ま
で
を
含
め
た
大
衆
に
訴
え
か
け
る
意
味
を

持
っ
て
お
り
、
国
民
党
宣
伝
部
に
お
け
る
根
源
的
な
業
務
も
ま
た
「
言
論
誘
導
」
で
あ
っ
た
）
1
（

。
続
い
て
宣
伝
部
は
一
九
二
四
年
一
月
の

党
改
組
で
言
論
を
監
視
す
る
機
能
を
併
せ
持
つ
よ
う
に
な
り
）
2
（

、
一
九
二
八
年
一
一
月
に
改
め
ら
れ
た
宣
伝
部
組
織
条
例
で
は
指
導
科
が

設
け
ら
れ
、「
言
論
規
制
」
の
役
割
が
確
立
さ
れ
た
）
3
（

。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
党
外
に
向
け
た
機
能
で
あ
る
と
い
え
る
。

　

本
稿
で
検
証
す
る
の
は
、
国
民
党
に
宣
伝
部
が
創
設
さ
れ
て
間
も
な
い
一
九
二
〇
年
代
後
半
か
ら
一
九
三
〇
年
代
初
頭
に
お
い
て
、

宣
伝
部
が
果
た
し
た
党
内
に
お
け
る
機
能
で
あ
る
。
こ
の
時
期
は
一
九
二
八
年
一
〇
月
に
訓
政
が
始
ま
っ
た
前
後
に
あ
た
り
、
国
民
党

は
党
権
を
高
め
よ
う
と
し
て
い
た
。
こ
う
し
た
思
惑
の
な
か
で
、
国
民
党
が
宣
伝
部
を
通
し
て
何
を
実
現
し
、
ど
の
よ
う
に
党
の
組
織

一
四
一
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を
強
固
に
し
よ
う
と
し
て
い
た
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
、
訓
政
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
だ
け
で
な
く
、
近
現
代
中
国
の
国
民

党
や
共
産
党
に
よ
る
党
治
に
お
い
て
、
宣
伝
部
が
果
た
す
役
割
に
つ
い
て
も
理
解
を
深
め
る
こ
と
に
つ
な
が
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
の
時
期
の
宣
伝
部
を
扱
っ
た
研
究
で
は
、
党
内
統
治
の
強
化
と
関
係
づ
け
て
い
る
も
の
は
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
な
い
。
多
く
は
国
民

党
の
新
聞
政
策
の
中
で
宣
伝
部
を
論
じ
、
王
凌
霄
は
一
九
二
〇
年
代
末
に
宣
伝
部
の
組
織
が
整
え
ら
れ
、
出
版
内
容
の
統
制
や
検
閲
が

制
度
化
さ
れ
た
と
し
た
）
4
（

。
蔡
銘
澤
は
、
党
報
（
機
関
紙
）
の
面
か
ら
分
析
し
、
三
民
主
義
以
外
の
思
想
を
排
斥
し
て
検
閲
を
進
め
た
こ
と

で
民
営
新
聞
の
反
感
を
呼
ん
だ
と
す
る
）
5
（

。
い
ず
れ
も
党
外
と
の
関
係
の
中
で
宣
伝
部
を
捉
え
て
い
る
と
い
え
る
。
国
民
党
宣
伝
部
の
成

立
を
論
じ
た
ジ
ョ
ン
・
フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
（John Fitzgerald

）
は
、
宣
伝
部
が
果
た
し
た
役
割
に
つ
い
て
、
大
衆
を
覚
醒
さ
せ
、
民

族
主
義
の
も
と
に
結
集
さ
せ
た
と
し
、
宣
伝
部
が
一
九
二
五
年
夏
ま
で
に
意
見
の
統
一
の
必
要
性
を
認
識
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
論
じ

て
お
り
、
そ
の
論
点
は
意
義
深
い
）
6
（

。

　

こ
う
し
た
成
果
に
基
づ
き
、
本
稿
は
国
民
党
宣
伝
部
が
い
か
に
党
内
の
言
論
一
致
を
図
り
、
組
織
を
強
固
に
し
よ
う
と
し
た
か
を
検

討
す
る
。
具
体
的
に
は
、
二
つ
の
観
点
か
ら
宣
伝
部
に
よ
る
言
論
面
に
お
け
る
党
内
統
制
の
手
法
の
分
析
を
行
う
。
一
つ
は
指
導
部
の

意
志
を
貫
徹
す
る
た
め
に
中
央
に
よ
る
地
方
の
党
宣
伝
部
門
に
対
す
る
垂
直
的
な
指
導
系
統
の
成
立
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
宣
伝
部
が

統
一
し
た
宣
伝
内
容
を
党
員
に
浸
透
さ
せ
て
政
治
思
想
の
同
質
化
を
図
る
こ
と
で
あ
る
。
一
九
二
四
年
一
月
の
国
民
党
改
組
後
、
中
央

と
地
方
の
宣
伝
部
門
の
関
係
は
脆
弱
で
あ
っ
た
が
、
国
民
党
内
か
ら
共
産
党
を
排
除
す
る
「
清
党
」
が
行
わ
れ
た
後
、
中
央
と
地
方
の

宣
伝
部
門
の
統
属
関
係
が
制
度
と
し
て
明
確
に
な
り
、
中
央
の
宣
伝
戦
略
を
末
端
ま
で
浸
透
さ
せ
て
い
く
仕
組
み
が
出
来
上
が
っ
た
こ

と
を
検
証
す
る
。
そ
し
て
下
級
党
部
の
上
級
党
部
に
対
す
る
「
宣
伝
工
作
報
告
」
に
注
目
し
、
報
告
を
通
し
て
組
織
の
統
属
関
係
が
強

一
四
二
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化
さ
れ
る
と
と
も
に
、
全
国
宣
伝
会
議
の
開
催
や
宣
伝
品
（
新
聞
、
雑
誌
、
小
冊
子
、
ビ
ラ
な
ど
）
の
配
布
を
通
し
て
宣
伝
内
容
の
統
一
が

図
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
宣
伝
部
に
よ
る
言
論
面
に
お
け
る
党
内
統
制
が
強
化
さ
れ
て
い
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。

　
　
　
　
　

第
一
章　

中
央
宣
伝
部
の
指
導
強
化
と
宣
伝
戦
略
の
統
一

　
　
　
　
　
　
　

第
一
節　

中
央
と
地
方
の
脆
弱
な
関
係

　

国
民
党
は
一
九
二
三
年
一
〇
月
、
ソ
連
か
ら
派
遣
さ
れ
た
ボ
ロ
デ
ィ
ン
（B

orodin

）
を
顧
問
に
迎
え
、
一
九
二
四
年
一
月
に
党
改
組

が
実
行
さ
れ
た
。
決
定
さ
れ
た
組
織
規
約
「
総
章
」
で
は
、
中
央
党
部
―
省
党
部
―
県
党
部
―
区
党
部
―
区
分
部
と
い
う
「
中
央
―
地

方
」
の
組
織
構
造
が
固
ま
っ
た
。
宣
伝
に
関
す
る
こ
と
も
、
区
分
部
の
項
目
に
「
本
党
の
宣
伝
品
を
分
配
す
る
」
と
触
れ
ら
れ
て
い
た
）
7
（

。

し
か
し
、
下
級
党
部
は
上
級
党
部
の
指
揮
を
受
け
る
が
、
省
や
県
党
部
は
人
事
・
財
務
の
裁
量
権
が
広
く
、
分
権
に
近
い
形
だ
っ
た
と

指
摘
さ
れ
る
）
8
（

。

　

続
い
て
四
月
二
四
日
に
中
央
執
行
委
員
会
で
決
議
さ
れ
た
「
宣
伝
部
弁
事
章
程
」
で
は
、
冒
頭
で
中
央
の
宣
伝
部
と
省
党
部
の
宣
伝

部
が
宣
伝
・
言
論
の
一
致
を
図
る
こ
と
が
明
記
さ
れ
た
。
中
央
党
部
と
下
級
党
部
の
宣
伝
部
が
密
接
な
関
係
を
保
ち
、
毎
月
少
な
く
と

も
一
回
は
「
部
務
報
告
」
を
「
交
換
」
す
る
こ
と
も
定
め
て
い
た
）
9
（

。
後
に
中
央
宣
伝
部
が
下
級
党
部
に
定
期
的
な
報
告
を
強
く
求
め
る

よ
う
に
な
る
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
こ
の
報
告
を
「
交
換
」
す
る
と
い
う
表
現
か
ら
は
、
こ
の
時
点
に
お
け
る
命
令
と
服
従
に
基
づ
い

た
強
い
統
属
関
係
を
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

中
央
に
よ
る
地
方
の
宣
伝
部
へ
の
指
導
を
強
化
し
、
党
内
に
お
け
る
宣
伝
・
言
論
の
一
致
を
図
る
の
は
、
党
員
の
考
え
を
同
質
化
し

一
四
三



32

東
　
　
洋
　
　
学
　
　
報

第
一
〇
三
巻
　

第
二
号

東洋学報　第103巻２号　訓政初期における中国国民党宣伝部による党内の～　抜校

て
一
枚
岩
に
し
た
上
で
、
対
外
的
な
主
張
を
展
開
す
る
た
め
で
あ
る
。
宣
伝
部
の
役
割
に
は
、
党
外
に
主
張
を
展
開
す
る
こ
と
と
、
党

内
の
言
論
を
一
致
さ
せ
る
こ
と
が
あ
っ
た
。

　

宣
伝
が
党
内
向
け
の
性
格
を
持
つ
こ
と
に
つ
い
て
は
、
孫
文
の
側
近
で
あ
る
戴
季
陶
も
指
摘
し
て
い
た
。
一
九
二
四
年
一
月
の
党
改

組
で
宣
伝
部
長
に
就
任
し
た
戴
季
陶
は
、
同
志
に
宛
て
た
書
簡
の
中
で
宣
伝
事
業
と
宣
伝
組
織
に
つ
い
て
解
説
を
行
い
、「
我
が
党
の
宣

伝
機
関
は
統
一
し
た
指
導
の
も
と
で
大
衆
を
指
導
す
る
」
と
記
し
て
い
る
。
宣
伝
事
業
に
は
二
種
類
あ
り
、「
自
覚
的
」
宣
伝
は
党
自
体

へ
の
宣
伝
で
幹
部
や
党
員
の
訓
育
で
あ
り
、「
他
覚
的
」
宣
伝
は
全
国
人
民
に
対
す
る
宣
伝
で
全
人
民
の
訓
育
で
あ
る
と
分
類
し
た
。
そ

の
上
で
戴
季
陶
は
「
宣
伝
は
民
衆
の
訓
育
で
あ
り
、
本
党
の
主
張
を
民
衆
に
注
ぎ
込
む
こ
と
と
考
え
が
ち
だ
が
、
そ
う
で
は
な
く
、
本

党
の
主
義
や
政
策
を
党
員
が
正
確
に
理
解
し
て
い
な
け
れ
ば
、
自
身
が
迷
う
」
と
し
て
、
党
内
向
け
の
宣
伝
を
重
視
す
る
考
え
を
示
し

て
い
た
）
10
（

。

　

し
か
し
、
党
内
向
け
の
宣
伝
は
は
か
ば
か
し
く
は
進
ま
な
か
っ
た
。
一
九
二
五
年
五
月
、
国
民
党
の
「
改
組
以
来
の
重
要
発
表
」
と

い
う
訓
令
で
は
、
宣
伝
能
力
が
向
上
し
て
宣
伝
事
業
が
拡
大
し
、「
本
党
同
志
と
全
国
民
衆
の
本
党
主
義
や
政
策
に
対
す
る
認
識
の
レ
ベ

ル
が
飛
躍
的
に
上
が
っ
た
」
と
一
定
程
度
評
価
し
た
。
そ
の
一
方
で
憂
慮
す
べ
き
点
と
し
て
、
党
員
の
政
治
訓
育
、
組
織
訓
練
に
欠
け
、

党
の
主
義
や
政
綱
に
対
す
る
理
解
は
深
ま
ら
ず
、
緊
密
な
組
織
に
な
ら
ず
に
公
然
と
党
に
背
く
者
も
い
た
と
指
摘
し
て
い
る
）
11
（

。
ち
ょ
う

ど
孫
文
が
死
去
し
て
二
か
月
後
の
訓
令
で
あ
り
、
後
継
を
巡
っ
て
主
導
権
争
い
が
行
わ
れ
た
時
期
で
あ
る
。
実
際
に
党
内
の
意
思
統
一

が
図
ら
れ
て
お
ら
ず
、
組
織
的
な
弱
さ
が
あ
り
、「
叛
乱
」
の
兆
し
が
あ
っ
た
楊
希
閔
、
劉
震
寰
へ
の
対
処
を
迫
ら
れ
て
い
た
。

　

一
九
二
五
年
一
〇
月
か
ら
一
九
二
六
年
五
月
ま
で
国
民
党
宣
伝
部
の
代
理
部
長
を
務
め
た
毛
沢
東
は
中
央
と
地
方
の
宣
伝
部
の
連
携

一
四
四
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強
化
を
目
指
し
た
。
就
任
後
間
も
な
く
、
各
地
の
宣
伝
部
が
中
央
宣
伝
部
に
報
告
を
上
げ
ず
、
ま
た
中
央
宣
伝
部
が
各
地
の
宣
伝
部
を

指
揮
し
て
こ
な
か
っ
た
こ
と
を
問
題
視
し
、
各
地
の
宣
伝
部
の
組
織
状
況
や
宣
伝
人
員
の
氏
名
と
経
歴
の
ほ
か
、
こ
こ
二
年
来
の
宣
伝

工
作
の
概
要
と
最
近
の
宣
伝
工
作
に
つ
い
て
十
日
以
内
の
報
告
を
求
め
、
そ
の
後
も
少
な
く
と
も
月
に
一
度
の
報
告
を
要
求
し
た
）
12
（

。
一

九
二
六
年
一
月
、
中
国
国
民
党
第
二
回
全
国
代
表
大
会
で
毛
沢
東
が
行
っ
た
宣
伝
報
告
で
も
、
宣
伝
工
作
の
欠
点
と
し
て
、「
指
揮
系
統

が
完
全
に
欠
け
て
お
り
、
上
級
と
下
級
の
宣
伝
部
の
間
に
全
く
連
絡
も
な
い
。
そ
れ
ぞ
れ
の
や
り
方
で
や
っ
て
お
り
、
多
く
の
宣
伝
部

の
責
任
者
が
職
務
を
放
棄
し
て
い
る
」
と
指
摘
し
て
い
た
）
13
（

。
大
会
の
宣
伝
に
関
す
る
決
議
で
も
、
中
央
と
各
省
の
執
行
委
員
会
が
宣
伝

工
作
を
統
一
さ
せ
る
必
要
が
第
一
に
掲
げ
ら
れ
た
）
14
（

。

　

以
上
の
よ
う
に
、
一
九
二
四
年
の
党
改
組
か
ら
第
一
次
国
共
合
作
時
期
に
お
け
る
中
央
と
地
方
の
宣
伝
部
門
の
連
携
に
つ
い
て
概
観

し
た
が
、
組
織
的
な
つ
な
が
り
は
弱
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
宣
伝
工
作
報
告
は
中
央
宣
伝
部
に
届
か
ず
、
中
央
か
ら
の
指
示
も
行
き

渡
っ
て
い
な
か
っ
た
。
宣
伝
は
党
員
に
浸
透
せ
ず
、
中
央
と
地
方
の
宣
伝
部
の
連
携
も
取
れ
て
お
ら
ず
、
組
織
を
強
固
に
す
る
条
件
は

整
っ
て
は
い
な
か
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　

第
二
節　

上
意
下
達
の
組
織
構
造
の
構
築

　

国
民
党
の
中
央
と
地
方
の
宣
伝
部
が
、
組
織
の
強
化
を
目
指
し
た
動
き
を
展
開
す
る
の
は
、
一
九
二
八
年
一
月
に
停
滞
し
て
い
た
中

央
常
務
委
員
会
が
党
務
を
再
開
し
、
国
民
党
の
立
て
直
し
が
始
ま
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
は
一
九
二
七
年
四
月
に
始
ま
っ
た
「
清
党
」

を
経
て
、
南
京
と
武
漢
に
分
裂
し
て
い
た
国
民
党
を
統
一
し
、
混
乱
を
経
て
蔣
介
石
が
権
力
を
掌
握
し
て
い
く
時
期
に
重
な
る
。
そ
し

一
四
五
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て
、
こ
の
時
期
に
中
央
宣
伝
部
を
率
い
た
の
は
、
蔣
介
石
の
信
任
が
厚
い
葉
楚
傖
で
あ
っ
た
。
か
つ
て
上
海
で
『
民
国
日
報
』
の
編
集

長
を
務
め
た
葉
楚
傖
は
、
一
九
二
三
年
一
月
か
ら
一
年
間
に
わ
た
っ
て
宣
伝
部
長
を
務
め
、
そ
の
際
は
宣
伝
部
の
業
務
に
党
外
の
言
論

監
視
を
加
え
た
）
15
（

。
一
九
二
八
年
三
月
、
宣
伝
部
長
に
選
任
さ
れ
た
戴
季
陶
が
着
任
し
な
い
た
め
、
葉
楚
傖
は
代
理
部
長
と
し
て
宣
伝
部

を
取
り
仕
切
り
、
後
に
正
式
な
部
長
と
な
っ
て
最
終
的
に
一
九
三
〇
年
一
一
月
ま
で
部
長
を
務
め
た
。
宣
伝
部
の
改
革
は
、
党
内
で
権

威
を
高
め
る
蔣
介
石
の
下
で
、
そ
の
意
向
を
受
け
る
立
場
に
あ
っ
た
葉
楚
傖
が
先
頭
に
立
っ
て
進
め
て
い
た
と
い
え
る
。

　

ま
ず
宣
伝
部
門
の
中
央
と
地
方
の
関
係
が
組
織
規
程
で
明
文
化
さ
れ
る
過
程
を
確
認
し
た
い
。

　

一
九
二
八
年
二
月
、
国
民
党
は
南
京
で
第
二
期
中
央
執
行
委
員
会
第
四
回
全
体
会
議
（
二
期
四
中
全
会
）
を
開
き
、
中
央
党
部
を
改
組

し
た
。
農
民
部
、
工
人
部
、
商
民
部
、
青
年
部
、
婦
女
部
を
廃
止
し
た
が
、
秘
書
処
、
組
織
部
、
宣
伝
部
は
残
さ
れ
、
新
た
に
訓
練
部

と
民
衆
訓
練
委
員
会
を
設
け
た
。
訓
練
部
を
設
け
た
こ
と
は
、
宣
伝
部
が
携
わ
っ
て
い
た
内
部
訓
練
の
機
能
を
一
部
分
化
し
た
も
の
で

あ
っ
た
。

　

た
だ
し
、
党
内
に
お
け
る
宣
伝
内
容
の
統
一
は
一
層
重
視
さ
れ
て
お
り
、
宣
伝
部
が
党
員
の
考
え
方
を
均
質
化
さ
せ
る
機
能
を
担
っ

た
こ
と
に
は
変
わ
り
は
な
い
。
蔣
介
石
や
丁
惟
汾
、
陳
果
夫
ら
の
改
組
の
建
議
で
は
、「
党
の
組
織
は
も
と
よ
り
集
中
す
べ
き
で
あ
り
、

党
の
宣
伝
は
も
っ
と
も
統
一
を
尊
び
、
集
中
し
て
組
織
的
で
統
一
的
な
宣
伝
で
あ
っ
て
は
じ
め
て
偉
大
な
革
命
の
力
を
発
揮
す
る
」
と

指
摘
し
て
い
る
）
16
（

。
党
の
力
を
強
め
て
い
く
た
め
、
組
織
の
集
中
、
宣
伝
の
統
一
が
非
常
に
重
視
さ
れ
て
い
た
。
こ
う
し
た
根
本
的
な
考

え
方
が
、
宣
伝
部
門
の
中
央
と
地
方
の
関
係
に
も
反
映
さ
れ
て
い
く
。

　

そ
の
後
、
国
民
党
の
中
央
常
務
委
員
会
は
三
月
二
二
日
、「
省
党
務
指
導
委
員
会
組
織
細
則
」
を
決
議
し
た
。
省
党
務
指
導
委
員
会
の

一
四
六
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宣
伝
部
に
指
導
科
を
置
き
、
そ
の
職
掌
に
は
①
中
央
の
宣
伝
方
略
に
基
づ
き
、
全
省
の
宣
伝
事
項
を
計
画
す
る
こ
と
、
②
下
級
党
部
の

宣
伝
に
関
す
る
工
作
を
指
導
す
る
こ
と
、
③
省
内
の
文
化
機
関
を
指
導
し
、
宣
伝
や
言
論
の
一
致
を
図
り
、
誤
り
を
正
し
て
発
展
を
助

け
る
こ
と
、
が
定
め
ら
れ
た
。
省
党
部
宣
伝
部
が
中
央
宣
伝
部
の
意
向
に
従
い
、
県
市
の
宣
伝
工
作
を
指
導
す
る
と
い
う
統
属
関
係
を

明
文
化
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
目
的
の
一
つ
と
し
て
言
論
の
統
一
を
進
め
る
こ
と
が
あ
っ
た
と
い
え
る
。
こ
の
内
容
は
一
九
二
八
年

七
月
、
一
九
二
九
年
六
月
に
そ
れ
ぞ
れ
改
訂
さ
れ
た
「
省
執
行
委
員
会
組
織
細
則
」
に
も
受
け
継
が
れ
て
い
た
）
17
（

。

　

県
市
レ
ベ
ル
の
組
織
規
程
に
も
同
様
に
統
属
関
係
を
規
定
す
る
内
容
が
盛
り
込
ま
れ
た
。
一
九
二
八
年
三
月
三
〇
日
に
中
央
常
務
委

員
会
で
決
議
さ
れ
た
「
県
市
党
務
指
導
委
員
会
組
織
条
例
」
で
は
、
宣
伝
部
が
全
県
の
宣
伝
方
案
を
計
画
し
、
区
党
部
・
区
分
部
の
宣

伝
工
作
を
指
導
す
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
た
。
こ
の
条
文
は
一
九
二
八
年
七
月
、
一
九
二
九
年
六
月
の
「
県
執
行
委
員
会
組
織
細
則
」
に

も
受
け
継
が
れ
た
）
18
（

。

　

以
上
の
組
織
規
程
か
ら
、
中
央
宣
伝
部
、
省
宣
伝
部
、
県
市
宣
伝
部
、
区
党
部
・
区
分
部
の
宣
伝
人
員
の
指
揮
系
統
が
明
確
化
さ
れ

た
こ
と
が
分
か
る
。
省
や
県
市
の
党
務
指
導
委
員
会
組
織
条
例
が
定
め
ら
れ
た
後
、
権
力
を
掌
握
し
た
蔣
介
石
は
北
伐
を
進
め
、
一
九

二
八
年
六
月
に
北
京
を
手
中
に
収
め
、
東
北
を
除
い
て
統
一
を
果
た
し
た
。
国
民
党
の
下
に
宣
伝
内
容
や
思
想
を
統
一
し
て
結
束
を
図

る
こ
と
が
重
視
さ
れ
、「
以
党
治
国
」
の
訓
政
が
始
ま
る
。
全
国
に
展
開
し
て
い
く
党
組
織
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
組
織
規
程
は
中
央
―

地
方
の
宣
伝
部
門
の
関
係
を
規
定
す
る
基
本
的
な
原
則
と
な
っ
た
。

一
四
七
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第
三
節　

中
央
宣
伝
方
略
か
ら
見
た
党
内
統
制

　

中
央
―
地
方
の
宣
伝
部
門
の
組
織
関
係
だ
け
で
は
な
く
、
中
央
宣
伝
部
の
宣
伝
戦
略
を
末
端
組
織
ま
で
一
貫
さ
せ
る
こ
と
に
つ
い
て

も
制
度
化
が
図
ら
れ
た
。

　

前
述
の
通
り
、
一
九
二
八
年
三
月
二
二
日
、
国
民
党
の
中
央
常
務
委
員
会
で
決
議
さ
れ
た
「
省
党
務
指
導
委
員
会
組
織
細
則
」
で
は
、

省
党
務
指
導
委
員
会
の
宣
伝
部
は
中
央
の
宣
伝
方
略
に
基
づ
き
、
全
省
の
宣
伝
事
項
を
計
画
す
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
た
。
三
月
三
〇
日

に
制
定
さ
れ
た
「
省
党
務
指
導
委
員
会
工
作
大
綱
」
で
も
、
省
の
宣
伝
部
が
国
民
党
の
主
義
、
政
綱
、
党
員
登
記
の
意
義
を
宣
伝
す
る

際
、
そ
の
宣
伝
方
案
は
中
央
宣
伝
部
が
頒
布
す
る
内
容
に
従
う
と
さ
れ
た
）
19
（

。
四
月
一
二
日
に
制
定
さ
れ
た
「
県
市
党
務
指
導
委
員
会
工

作
大
綱
」
も
ま
た
宣
伝
方
法
は
省
党
務
指
導
委
員
会
が
頒
布
す
る
内
容
に
従
う
こ
と
が
決
め
ら
れ
て
い
た
）
20
（

。
こ
れ
に
よ
り
、
宣
伝
戦
略

が
中
央
宣
伝
部
の
主
導
で
進
み
、
組
織
の
末
端
ま
で
伝
わ
る
仕
組
み
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

省
の
宣
伝
部
が
従
う
基
準
と
さ
れ
た
「
宣
伝
方
略
」
と
は
、
国
民
党
の
宣
伝
戦
略
に
つ
い
て
ま
と
め
た
総
括
的
な
文
書
で
あ
る
。
一

九
二
七
年
に
宣
伝
部
秘
書
の
経
歴
を
持
つ
劉
蘆
隠
に
よ
っ
て
起
草
さ
れ
）
21
（

、「
本
党
宣
伝
工
作
必
携
の
秘
本
」
と
も
さ
れ
て
い
た
）
22
（

。
宣
伝
方

略
に
つ
い
て
は
鄭
士
栄
が
関
連
資
料
を
含
め
て
紹
介
し
、
分
析
し
て
い
る
が
）
23
（

、
宣
伝
、
宣
伝
部
が
果
た
し
た
党
内
統
制
と
い
う
観
点
か

ら
は
十
分
に
検
討
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
こ
で
は
宣
伝
方
略
に
つ
い
て
、
組
織
的
な
結
束
を
い
か
に
促
し
、
宣
伝
の
統
一
を
図
っ
て
い
っ

た
の
か
と
い
う
視
点
か
ら
再
検
討
し
た
い
。

　

宣
伝
方
略
は
「
根
本
原
則
」「
訓
練
」「
方
略
」
の
三
部
分
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。

　
「
根
本
原
則
」
で
は
、
三
民
主
義
を
理
論
上
の
最
高
原
則
に
掲
げ
た
。
具
体
的
な
政
綱
も
三
民
主
義
に
基
づ
い
て
民
衆
の
苦
痛
を
取
り

一
四
八
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除
く
も
の
で
あ
り
、
宣
伝
は
通
俗
的
で
民
衆
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
必
要
が
あ
る
と
し
て
い
る
。
共
産
党
の
階
級
闘
争
理
論
の
否
定
を
念

頭
に
置
き
、
一
部
の
人
や
階
級
の
要
求
を
革
命
の
目
標
と
せ
ず
、
幅
広
い
民
衆
を
基
盤
と
す
る
こ
と
と
し
た
。
注
意
す
べ
き
は
、
党
の

責
任
と
し
て
信
仰
の
統
一
、
組
織
の
統
一
を
併
記
し
な
が
ら
重
視
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
宣
伝
方
略
に
お
い
て
も
考
え
方
を
一
致
さ

せ
、
組
織
の
結
束
を
図
る
こ
と
が
根
本
的
な
考
え
方
で
あ
っ
た
。

　

続
い
て
「
訓
練
」
で
は
、
宣
伝
に
携
わ
る
者
を
「
革
命
闘
士
」
と
位
置
づ
け
た
。
社
会
や
国
家
を
救
う
責
任
を
認
識
し
て
こ
そ
三
民

主
義
の
革
命
事
業
を
担
う
こ
と
が
で
き
る
と
し
た
。
そ
の
上
で
常
に
孫
文
や
そ
の
ほ
か
の
指
導
者
の
著
作
、
党
の
宣
伝
品
を
見
て
、
党

の
思
想
と
密
接
で
一
体
と
な
る
こ
と
を
求
め
て
い
る
。
こ
こ
で
も
個
人
の
考
え
を
党
の
思
想
と
一
体
化
さ
せ
る
こ
と
が
重
視
さ
れ
て
お

り
、
党
内
の
言
論
一
致
の
考
え
方
が
貫
か
れ
て
い
た
。

　

そ
し
て
宣
伝
方
略
の
根
幹
を
な
す
「
方
略
」
項
目
で
は
、
宣
伝
に
つ
い
て
主
に
「
作
用
」
と
「
進
行
」
に
分
け
て
論
じ
て
い
る
。
宣

伝
の
「
作
用
」
で
は
、
民
衆
を
教
育
し
て
輿
論
を
作
り
出
す
ほ
か
、
敵
の
虚
妄
を
攻
撃
し
、
党
内
の
誤
り
を
正
す
機
能
が
あ
る
と
し
た
。

そ
し
て
宣
伝
の
「
進
行
」
で
は
、
宣
伝
を
行
う
べ
き
事
案
に
つ
い
て
「
宣
伝
大
綱
」
を
策
定
し
、
宣
伝
手
法
に
は
口
頭
、
文
字
、
図
書
、

音
楽
、
戯
劇
な
ど
が
あ
る
と
し
た
。

　
「
方
略
」
の
内
容
で
注
目
す
べ
き
は
、
宣
伝
を
「
対
内
」「
対
外
」
に
区
分
け
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。「
対
内
的
宣
伝
」
で
は
、
党
員

訓
練
と
し
て
、
心
理
上
の
訓
練
、
生
活
の
調
査
と
統
計
、
識
字
教
育
、
政
治
問
答
と
討
論
、
主
義
の
講
演
と
教
科
書
、
政
治
報
告
な
ど

を
挙
げ
た
。「
対
外
的
宣
伝
」
で
は
、
主
義
の
宣
伝
に
は
定
期
刊
行
物
、
ビ
ラ
、
標
語
、
講
演
を
用
い
、
民
衆
の
指
導
で
は
民
衆
団
体
の

組
織
や
各
種
集
会
、
臨
時
の
集
会
講
演
が
あ
る
と
し
た
。
前
述
し
た
通
り
、
一
九
二
四
年
の
党
改
組
後
、
孫
文
の
側
近
で
あ
る
戴
季
陶

一
四
九
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が
宣
伝
に
は
対
内
的
な
「
自
覚
的
宣
伝
」、
対
外
的
な
「
他
覚
的
宣
伝
」
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
り
、
そ
の
基
本
的
な
考
え
方
を
継

承
し
な
が
ら
発
展
さ
せ
た
内
容
に
な
っ
て
い
た
。

　
「
方
略
」
の
項
目
で
は
、
宣
伝
戦
略
と
し
て
党
員
の
言
論
を
統
一
し
た
上
で
対
外
宣
伝
を
位
置
づ
け
て
い
る
。
対
外
宣
伝
で
も
具
体
的

な
案
件
に
応
じ
て
「
宣
伝
大
綱
」
を
定
め
、
宣
伝
内
容
を
統
一
す
る
と
し
て
い
る
。
そ
の
宣
伝
手
法
か
ら
見
れ
ば
、「
文
字
」「
図
書
」

「
定
期
刊
行
物
」
は
識
字
層
を
対
象
に
し
て
い
た
と
み
ら
れ
、「
口
頭
」「
戯
劇
」「
標
語
」
は
農
民
や
労
働
者
を
含
め
た
幅
広
い
大
衆
が

対
象
に
な
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
、
実
際
に
当
時
、
国
民
党
は
宣
伝
員
や
宣
伝
隊
を
使
っ
て
大
衆
宣
伝
を
展
開
し
て
い
た
）
24
（

。「
方
略
」

は
、
党
内
外
の
言
論
を
一
つ
に
し
て
い
く
と
い
う
考
え
方
が
色
濃
く
反
映
さ
れ
て
い
た
。

　

中
央
常
務
委
員
会
は
一
九
二
九
年
一
月
二
四
日
、
こ
の
中
央
の
「
宣
伝
方
略
」
を
基
に
し
て
、「
省
及
び
特
別
市
党
部
」「
県
市
党
部
」

「
区
党
部
」「
区
分
部
」「
軍
隊
特
別
党
部
」「
海
員
鉄
路
特
別
党
部
」
に
お
け
る
そ
れ
ぞ
れ
の
「
宣
伝
工
作
実
施
方
案
」
を
決
議
し
た
）
25
（

。

「
宣
伝
方
略
」
に
沿
っ
た
内
容
で
あ
る
が
、
党
内
に
お
け
る
よ
り
実
務
的
な
指
揮
系
統
に
関
わ
る
事
項
、
党
内
で
の
宣
伝
、
党
外
に
対
す

る
宣
伝
と
い
っ
た
要
素
で
構
成
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
宣
伝
工
作
実
施
方
案
に
は
、
中
央
の
「
宣
伝
方
略
」
を
根
拠
に
し
て
い
る

こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
県
市
党
部
は
省
・
特
別
市
党
部
、
区
党
部
は
県
市
党
部
以
上
、
区
分
部
は
区
党
部
以
上
の
宣
伝
工
作

実
施
方
案
に
そ
れ
ぞ
れ
基
づ
く
こ
と
を
明
記
し
て
い
た
。
中
央
の
宣
伝
戦
略
が
末
端
ま
で
均
質
に
伝
わ
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
た
と
い

え
る
。

　

な
か
で
も
注
目
す
べ
き
は
、「
区
分
部
宣
伝
工
作
実
施
方
案
」
で
あ
る
。
党
の
末
端
組
織
で
あ
る
区
分
部
の
宣
伝
工
作
で
最
初
に
挙
げ

ら
れ
て
い
た
の
は
「
対
内
宣
伝
工
作
」
で
あ
り
、「
区
分
部
は
党
員
を
直
接
訓
練
す
る
機
関
で
あ
り
、
そ
の
目
的
は
全
党
員
に
等
し
く
本

一
五
〇
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党
の
革
命
理
論
と
実
際
に
つ
い
て
理
解
さ
せ
、
党
の
宣
伝
力
に
す
る
」
こ
と
だ
と
指
摘
し
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
区
分
部
の
党
員
大

会
で
『
中
央
週
報
』、
中
央
や
地
方
の
党
報
、
そ
の
ほ
か
の
党
に
関
係
す
る
刊
行
物
を
基
に
政
治
報
告
を
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
定

期
・
臨
時
の
講
演
会
や
、
革
命
理
論
や
党
務
・
社
会
・
時
事
な
ど
の
問
題
を
議
論
す
る
討
論
会
を
開
催
す
る
ほ
か
、
区
分
部
の
宣
伝
委

員
は
党
員
と
個
別
に
談
話
を
行
う
こ
と
も
求
め
た
。「
軍
隊
特
別
党
部
宣
伝
工
作
実
施
方
案
」
も
最
初
に
、
同
様
の
対
内
宣
伝
を
明
記
し

て
い
た
）
26
（

。
こ
れ
ら
か
ら
は
党
の
末
端
組
織
に
お
け
る
宣
伝
部
門
が
、
党
員
の
意
思
統
一
に
重
き
を
置
い
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
一
九
二
八
年
以
降
、
国
民
党
の
宣
伝
部
門
に
お
い
て
、
中
央
―
地
方
の
関
係
が
強
化
さ
れ
て
い
っ
た
。
そ
れ
に
よ
っ

て
組
織
だ
け
で
は
な
く
、
宣
伝
戦
略
に
お
い
て
も
中
央
宣
伝
部
の
意
向
が
末
端
ま
で
反
映
さ
れ
る
仕
組
み
が
整
っ
た
。
少
な
く
と
も
規

程
の
上
で
は
、
中
央
宣
伝
部
を
頂
点
と
す
る
宣
伝
部
門
が
中
央
―
地
方
を
貫
い
て
党
員
の
意
思
を
統
一
し
、
宣
伝
を
進
め
て
い
く
こ
と

が
固
ま
っ
た
。
端
的
に
言
え
ば
、
国
民
党
に
「
宣
伝
系
統
」
と
も
言
え
る
階
層
的
な
指
揮
命
令
シ
ス
テ
ム
が
で
き
あ
が
っ
た
と
言
え
る
。

こ
う
し
た
仕
組
み
を
生
か
せ
る
か
は
実
際
の
運
営
次
第
と
な
っ
た
。

　
　
　
　
　

第
二
章　

宣
伝
工
作
報
告
と
そ
れ
に
対
す
る
評
価
の
制
度
化

　
　
　
　
　
　
　

第
一
節　

宣
伝
工
作
報
告
の
制
度
化

　

中
央
―
地
方
の
宣
伝
部
門
の
階
層
的
な
指
揮
命
令
系
統
の
枠
組
み
を
実
効
あ
る
も
の
と
す
る
た
め
に
重
要
だ
っ
た
の
が
、
下
級
党
部

の
上
級
党
部
に
対
す
る
宣
伝
工
作
報
告
で
あ
る
。
毛
沢
東
が
指
摘
し
た
よ
う
に
一
九
二
〇
年
代
半
ば
ま
で
は
宣
伝
工
作
報
告
が
中
央
宣

伝
部
に
上
が
っ
て
こ
な
い
こ
と
が
課
題
に
な
っ
て
い
た
が
、
そ
も
そ
も
組
織
的
な
弱
さ
も
あ
り
、
改
善
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
国
民
革

一
五
一
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命
軍
に
よ
る
北
伐
が
進
展
し
、
分
裂
し
た
国
民
党
を
統
一
し
て
い
く
な
か
で
、
中
央
宣
伝
部
は
改
め
て
下
級
党
部
の
宣
伝
部
門
に
対
し

て
強
く
報
告
を
求
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

ま
ず
は
宣
伝
部
門
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
国
民
党
全
体
と
し
て
工
作
報
告
を
必
須
化
す
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
た
。
一
九
二
八
年
五
月

二
一
日
、
党
中
央
執
行
委
員
会
は
国
内
外
の
党
務
指
導
委
員
会
に
対
し
、
工
作
報
告
を
毎
月
送
る
よ
う
に
命
じ
た
。
こ
れ
は
中
央
宣
伝

部
の
提
案
を
受
け
た
も
の
で
あ
っ
た
。
各
指
導
委
員
会
は
総
報
告
を
中
央
執
行
委
員
会
に
送
る
ほ
か
、
各
部
門
の
報
告
は
そ
れ
ぞ
れ
中

央
の
組
織
部
、
宣
伝
部
、
訓
練
部
と
民
衆
訓
練
委
員
会
に
送
り
、
直
接
指
導
を
受
け
る
こ
と
を
求
め
た
）
27
（

。

　

前
述
し
た
通
り
、
中
央
常
務
委
員
会
は
一
九
二
九
年
一
月
に
各
級
党
部
の
「
宣
伝
工
作
実
施
方
案
」
を
決
議
し
た
が
、
方
案
に
は
宣

伝
工
作
活
動
報
告
に
関
す
る
規
程
も
詳
細
に
記
さ
れ
て
い
た
。

　

そ
の
う
ち
「
省
及
び
特
別
市
党
部
宣
伝
工
作
実
施
方
案
」
で
は
、
省
党
部
か
ら
各
県
市
党
部
に
対
し
て
書
面
で
の
宣
伝
工
作
の
活
動

報
告
を
求
め
て
い
る
。
省
党
部
は
、
送
ら
れ
て
き
た
報
告
書
を
基
に
県
市
の
宣
伝
人
員
が
職
責
を
果
た
し
て
い
る
か
を
確
認
し
、
宣
伝

工
作
の
批
評
、
宣
伝
計
画
の
指
導
を
行
い
、
困
難
が
あ
れ
ば
解
決
を
進
め
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
省
党
部
は
県
市
党

部
の
宣
伝
工
作
人
員
を
召
集
し
て
会
議
を
開
き
、
宣
伝
の
経
験
が
豊
富
な
者
や
学
識
経
験
者
を
県
市
党
部
に
派
遣
し
て
宣
伝
工
作
を
視

察
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
指
導
を
徹
底
さ
せ
て
い
く
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
特
別
市
党
部
に
つ
い
て
も
、
所
属
の
区
党
部
の
宣
伝
委
員

を
召
集
し
て
週
一
回
の
討
論
会
を
開
き
、
上
級
党
部
の
命
令
が
執
行
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
、
宣
伝
工
作
の
計
画
が
適
切
か
ど
う
か
な

ど
を
議
論
す
る
こ
と
を
求
め
て
い
た
。
ま
た
、
省
党
部
と
同
様
に
、
特
別
市
党
部
も
所
属
の
区
党
部
に
宣
伝
工
作
報
告
を
定
期
的
に
上

げ
さ
せ
、
人
員
を
派
遣
し
て
区
党
部
の
宣
伝
工
作
を
視
察
、
指
導
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。

一
五
二
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「
県
市
党
部
宣
伝
工
作
実
施
方
案
」
も
「
省
及
び
特
別
市
党
部
宣
伝
工
作
実
施
方
案
」
と
ほ
ぼ
同
じ
内
容
で
あ
り
、
所
属
の
区
党
部
に

書
面
報
告
を
求
め
、
区
党
部
の
宣
伝
委
員
を
召
集
し
て
会
議
を
開
き
、
要
員
を
派
遣
し
て
視
察
や
指
導
を
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。

「
区
党
部
宣
伝
工
作
実
施
方
案
」
で
も
区
分
部
に
書
面
報
告
を
求
め
、
会
議
を
開
い
て
命
令
が
適
切
に
実
行
さ
れ
て
い
る
か
を
確
認
し
、

区
分
部
が
実
施
す
る
討
論
会
や
講
演
会
に
区
党
部
の
宣
伝
委
員
が
参
加
・
指
導
す
る
こ
と
も
定
め
て
い
た
）
28
（

。

　

国
民
党
と
し
て
工
作
報
告
を
必
須
化
し
、
宣
伝
工
作
実
施
方
案
で
も
報
告
に
関
す
る
こ
と
を
詳
細
に
規
定
し
た
こ
と
は
、
一
定
の
効

果
を
上
げ
て
い
た
。
一
九
二
九
年
四
月
、
中
央
宣
伝
部
長
の
葉
楚
傖
は
職
員
へ
の
訓
示
で
中
央
と
地
方
の
連
携
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う

に
述
べ
て
い
る
。

か
つ
て
各
地
の
党
部
工
作
は
中
央
に
報
告
さ
れ
ず
、
中
央
が
各
地
の
党
部
に
指
示
を
し
た
り
、
過
ち
を
正
し
た
り
し
て
も
受
け
入

れ
な
か
っ
た
。
中
央
は
あ
た
か
も
門
を
閉
ざ
し
て
宣
伝
を
行
う
よ
う
な
も
の
で
あ
り
、
何
も
役
に
立
た
な
か
っ
た
。
今
は
脈
絡
が

通
じ
、
隔
て
が
な
く
な
り
、
問
題
や
事
変
ご
と
に
中
央
が
適
当
な
指
示
を
出
し
、
各
地
が
こ
れ
に
従
っ
て
実
行
し
て
い
る
）
29
（

。

　

葉
楚
傖
自
身
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、
地
方
か
ら
の
報
告
が
中
央
に
集
ま
る
と
同
時
に
、
報
告
の
内
容
を
受
け
て
中
央
か
ら
地
方
に
出

さ
れ
る
「
指
示
」
も
増
え
て
い
た
。
こ
の
こ
と
は
一
九
二
八
年
八
月
に
創
刊
さ
れ
た
『
中
央
党
務
月
刊
』
に
毎
月
掲
載
さ
れ
て
い
る
「
中

央
宣
伝
部
工
作
経
過
」
に
お
い
て
、
一
九
二
九
年
一
月
か
ら
中
央
宣
伝
部
が
省
・
特
別
市
党
部
宣
伝
部
や
海
外
支
部
に
対
し
て
出
し
た

指
示
の
内
容
が
掲
載
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
も
分
か
る
。
中
央
宣
伝
部
が
指
示
し
た
数
は
、
一
月
は
二
五
件
に
す
ぎ
な
か
っ

た
が
、
徐
々
に
増
加
し
て
い
き
、
一
九
二
九
年
七
、
八
、
一
一
月
は
一
〇
〇
件
を
超
え
て
い
た
）
30
（

。

　

具
体
的
な
指
示
の
内
容
は
、
例
え
ば
一
九
二
九
年
一
月
、
中
央
宣
伝
部
は
各
級
党
部
に
刊
行
物
を
審
査
す
る
際
は
中
央
が
頒
布
す
る

一
五
三
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宣
伝
品
審
査
条
例
に
従
う
よ
う
に
求
め
た
ほ
か
、
省
・
特
別
市
・
県
党
部
に
文
芸
上
の
宣
伝
に
注
意
を
払
う
よ
う
要
求
し
た
。
省
・
特

別
市
へ
の
個
別
具
体
的
な
指
示
も
多
い
。
広
西
省
党
部
に
対
し
て
は
、
前
年
一
〇
月
の
党
員
と
民
衆
に
対
す
る
宣
伝
工
作
に
つ
い
て
、

「
文
字
の
宣
伝
は
努
力
が
見
ら
れ
る
が
、
口
頭
に
よ
る
宣
伝
に
緊
張
感
を
欠
い
て
お
り
、
今
後
は
注
意
す
べ
き
で
あ
る
」
と
指
導
し
て
い

た
。
広
東
省
党
部
宣
伝
部
に
対
し
て
も
、
前
年
一
一
月
の
宣
伝
工
作
は
努
力
し
た
が
、
報
告
は
「
頒
布
し
た
報
告
の
書
式
に
従
っ
て
記

入
す
る
よ
う
に
」
と
し
て
お
り
、
報
告
の
書
式
の
問
題
や
遅
れ
と
い
っ
た
事
務
的
な
手
続
き
の
注
意
も
多
か
っ
た
）
31
（

。
い
ず
れ
も
地
方
か

ら
の
報
告
を
受
け
て
の
指
示
で
あ
り
、
宣
伝
部
門
に
お
い
て
中
央
―
地
方
の
指
揮
命
令
関
係
が
機
能
し
て
い
た
こ
と
を
裏
付
け
る
。

　

各
省
か
ら
中
央
宣
伝
部
に
毎
月
送
ら
れ
て
い
た
宣
伝
工
作
報
告
は
、
現
存
す
る
も
の
は
極
め
て
少
な
い
が
、
日
本
の
厦
門
領
事
が
一

九
三
〇
年
七
月
分
の
「
中
国
国
民
党
福
建
省
党
務
指
導
委
員
会
宣
伝
部
工
作
報
告
」
を
入
手
し
て
日
本
の
外
務
省
に
送
っ
た
も
の
が
残
っ

て
い
る
。
工
作
報
告
は
、
活
字
で
印
刷
さ
れ
た
冊
子
で
七
二
頁
に
及
び
、「
党
内
刊
物　

対
外
秘
密
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
）
32
（

。

　

こ
の
報
告
に
あ
る
「
指
導
工
作
」
の
項
目
で
は
、
省
宣
伝
部
が
下
級
党
部
か
ら
送
ら
れ
た
宣
伝
工
作
報
告
を
審
査
し
、
下
級
党
部
に

対
し
て
誤
り
を
正
し
て
今
後
の
方
針
を
示
し
、
中
央
を
擁
護
し
て
反
動
派
の
宣
伝
を
撲
滅
す
る
こ
と
を
指
導
し
て
い
た
。
党
機
関
紙
の

福
建
民
国
日
報
に
対
し
て
は
、「
宣
伝
準
則
」
を
掲
載
さ
せ
、
国
家
主
義
派
を
粛
清
す
る
文
言
の
掲
載
に
関
す
る
指
導
な
ど
を
行
っ
て
い

た
。
こ
の
ほ
か
に
も
民
衆
団
体
や
出
版
機
関
、
社
会
文
化
機
関
へ
の
指
導
内
容
も
報
告
し
て
い
た
。
中
央
宣
伝
部
は
各
省
な
ど
に
指
示

を
出
し
て
い
た
が
、
各
省
も
下
級
党
部
に
指
示
を
し
て
お
り
、
重
層
的
な
指
揮
命
令
系
統
が
形
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

　

宣
伝
工
作
報
告
は
、
詳
細
な
も
の
で
あ
っ
た
。
毎
月
、
こ
う
し
た
報
告
が
各
地
か
ら
送
ら
れ
て
く
れ
ば
、
中
央
宣
伝
部
は
各
地
の
宣

伝
工
作
の
実
態
を
容
易
に
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
み
ら
れ
る
。
中
央
宣
伝
部
は
報
告
に
基
づ
い
て
指
導
を
行
い
、
全
体
の
宣
伝
戦

一
五
四
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略
を
練
り
、
具
体
的
な
宣
伝
を
推
し
進
め
、
全
体
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
よ
う
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　

第
二
節　

宣
伝
工
作
に
対
す
る
評
価

　

中
央
宣
伝
部
は
、
地
方
の
宣
伝
部
門
へ
の
影
響
力
を
高
め
る
た
め
、
各
地
か
ら
送
ら
れ
て
く
る
宣
伝
工
作
報
告
に
対
し
、
内
容
が
適

切
か
ど
う
か
評
価
を
行
い
、
優
劣
を
つ
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

一
九
二
九
年
二
月
、
中
央
宣
伝
部
は
「
下
級
党
部
宣
伝
工
作
報
告
審
査
表
」
を
作
成
し
た
。
こ
れ
は
各
地
の
報
告
書
を
比
較
し
や
す

い
よ
う
に
一
覧
表
に
し
た
も
の
で
あ
る
と
み
ら
れ
る
）
33
（

。
続
い
て
六
月
に
は
中
央
常
務
委
員
会
で
「
各
級
党
部
工
作
考
核
条
例
」
が
可
決

さ
れ
た
。
こ
れ
は
上
級
党
部
が
下
級
党
部
の
工
作
計
画
、
報
告
、
実
態
を
調
べ
、
報
告
と
実
態
が
乖
離
し
て
い
な
い
か
を
確
か
め
て
業

務
成
績
を
考
査
す
る
も
の
で
あ
り
、
上
級
党
部
が
要
員
を
派
遣
し
て
実
地
調
査
す
る
こ
と
も
定
め
ら
れ
た
）
34
（

。
同
じ
月
に
開
か
れ
た
第
三

期
中
央
執
行
委
員
会
第
二
回
全
体
会
議
（
三
期
二
中
全
会
）
で
は
、
訓
政
時
期
の
党
務
の
進
め
方
に
関
す
る
決
議
が
あ
り
、
中
央
党
部
各

部
は
月
末
に
各
下
級
党
部
の
主
管
部
門
か
ら
受
け
取
っ
た
報
告
に
基
づ
き
、
各
地
の
党
務
の
工
作
状
況
を
取
り
ま
と
め
、
比
較
し
て
批

評
を
行
い
、
結
果
を
下
級
党
部
に
配
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
た
）
35
（

。
こ
れ
ら
は
業
務
考
査
を
徹
底
す
る
こ
と
で
中
央
党
部
を
頂
点
と
し
た
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
を
図
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　

中
央
宣
伝
部
は
早
速
、
一
九
二
九
年
五
月
分
の
各
省
・
特
別
市
の
宣
伝
工
作
報
告
を
比
較
し
た
。
そ
の
結
果
に
よ
る
と
、
江
蘇
省
、

江
西
省
の
宣
伝
部
の
報
告
が
優
れ
て
い
る
と
し
て
奨
励
し
、
継
続
し
た
努
力
を
促
し
た
）
36
（

。
た
だ
、
各
地
の
報
告
の
形
式
が
異
な
っ
て
い

た
た
め
、
詳
細
な
検
討
を
加
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
し
て
一
括
し
た
概
評
に
と
ど
め
、
宣
伝
は
実
際
に
適
合
さ
せ
る
こ
と
や
、
口
頭

一
五
五
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で
の
宣
伝
、
農
村
で
の
宣
伝
を
重
視
す
る
こ
と
の
ほ
か
、
下
級
の
宣
伝
機
関
と
の
連
絡
に
注
意
を
払
う
こ
と
を
求
め
て
い
た
）
37
（

。

　

こ
れ
と
は
別
に
一
九
二
九
年
六
月
、
中
央
宣
伝
部
が
発
行
す
る
『
中
央
週
報
』
に
各
省
市
の
宣
伝
工
作
の
考
査
結
果
の
概
要
が
発
表

さ
れ
た
。
前
年
以
来
、
宣
伝
工
作
報
告
を
繰
り
返
し
求
め
て
き
た
狙
い
に
つ
い
て
、
中
央
宣
伝
部
は
、「
下
級
宣
伝
部
」
の
積
極
的
な
活

動
を
促
す
た
め
で
あ
り
、
同
時
に
全
国
の
宣
伝
工
作
の
状
況
を
知
り
、
審
査
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
宣
伝
工
作
の
方
針
を
促
進
・
改
善
す

る
た
め
で
あ
る
と
し
た
。
こ
の
考
査
は
一
九
二
八
年
四
月
以
降
の
省
・
特
別
市
の
宣
伝
工
作
報
告
が
対
象
に
な
り
、
各
省
・
特
別
市
が

報
告
書
を
送
付
し
て
き
た
か
否
か
が
明
記
さ
れ
て
い
た
。

　

こ
の
考
査
結
果
で
は
、
そ
れ
ま
で
の
宣
伝
工
作
を
「
優
れ
た
点
」「
弱
点
と
原
因
」「
今
後
の
注
意
点
」
に
分
け
、
総
括
的
な
分
析
が

行
わ
れ
て
い
る
。
省
・
特
別
市
の
宣
伝
部
が
対
象
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
具
体
的
な
宣
伝
が
浸
透
し
て
い
る
か
と
い
う
観
点
で
は
な
く
、

宣
伝
が
組
織
的
に
統
一
し
て
行
わ
れ
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
が
重
視
さ
れ
た
。

　
「
優
れ
た
点
」
の
冒
頭
で
言
及
さ
れ
た
の
は
、
各
省
・
特
別
市
の
宣
伝
部
そ
の
も
の
の
あ
り
方
で
あ
っ
た
。
多
く
の
宣
伝
に
携
わ
る
者

が
純
正
な
態
度
で
党
の
立
場
に
立
ち
、
党
の
た
め
に
工
作
を
行
っ
て
お
り
、
中
央
が
頒
布
す
る
各
種
宣
伝
方
案
に
従
っ
て
宣
伝
が
行
わ

れ
て
い
る
と
し
た
。
下
級
党
部
の
組
織
が
不
完
全
で
も
あ
り
、
宣
伝
を
指
揮
し
て
統
一
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
な
い
が
、
今
後
は
宣
伝

の
統
一
に
尽
力
す
る
こ
と
も
求
め
て
い
る
。

　
「
弱
点
と
原
因
」
で
は
、
宣
伝
工
作
が
空
虚
に
な
り
が
ち
に
な
っ
て
お
り
、
そ
れ
は
全
体
の
系
統
だ
っ
た
計
画
が
欠
け
て
い
る
た
め
で

あ
る
と
し
た
。
上
下
の
宣
伝
機
関
の
連
携
が
重
要
で
は
あ
る
が
、
工
作
報
告
が
定
期
的
に
な
さ
れ
て
い
な
い
と
問
題
視
し
た
。「
今
後
の

注
意
点
」
と
し
て
、
党
の
立
場
に
立
っ
て
工
作
を
行
い
、
省
・
特
別
市
の
宣
伝
部
は
中
央
宣
伝
部
、
下
級
党
部
宣
伝
部
と
の
連
絡
を
保

一
五
六
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ち
、
上
下
一
体
と
な
り
、
宣
伝
を
統
一
さ
せ
て
い
く
こ
と
を
実
現
す
べ
き
だ
と
し
た
）
38
（

。

　

続
い
て
一
九
二
九
年
六
月
〜
一
〇
月
の
各
省
・
特
別
市
、
鉄
路
特
別
党
部
の
工
作
報
告
に
つ
い
て
、
中
央
宣
伝
部
は
成
績
を
付
け
て

一
覧
表
に
ま
と
め
、
一
九
三
〇
年
一
月
に
党
員
向
け
の
『
中
央
党
務
月
刊
』
で
発
表
し
た
。
省
・
特
別
市
、
鉄
路
特
別
党
部
ご
と
に
「
指

導
工
作
」「
編
撰
工
作
」「
徴
審
工
作
」「
総
務
工
作
」「
集
会
工
作
」
に
つ
い
て
、
月
ご
と
に
「
甲
」
か
ら
「
丁
」
ま
で
の
成
績
を
つ
け
、

報
告
が
な
い
場
合
は
「
▲
」
で
示
し
た
。
総
評
も
あ
り
、「
最
優
」「
優
」「
中
」「
平
」
と
い
う
評
価
が
つ
け
ら
れ
た
。「
最
優
」
は
浙

江
、
広
東
、「
優
」
は
福
建
、
江
蘇
、
湖
南
、
江
西
、
山
東
、「
中
」
は
北
寧
路
鉄
路
、
湖
北
、
山
西
な
ど
一
〇
党
部
、「
平
」
は
漢
口
、

察
哈
爾
な
ど
八
党
部
と
い
う
結
果
で
あ
っ
た
）
39
（

。

　

報
告
に
対
す
る
考
査
は
、
中
央
宣
伝
部
―
省
・
特
別
市
宣
伝
部
だ
け
で
は
な
く
、
省
―
県
市
レ
ベ
ル
で
も
実
施
さ
れ
て
い
た
。
広
東

省
の
宣
伝
部
は
一
九
二
九
年
八
月
の
省
内
各
県
の
宣
伝
工
作
計
画
に
つ
い
て
比
較
、
批
評
を
行
い
、「
甲
」
は
一
二
県
、「
乙
」
は
一
六

県
、「
丙
」
は
二
五
県
、「
丁
」
は
三
四
県
あ
っ
た
こ
と
を
発
表
し
た
。
省
宣
伝
部
は
「
丁
」
評
価
に
対
し
、「
平
素
の
工
作
は
い
さ
か
か

も
生
気
が
な
く
、
工
作
を
行
っ
て
い
な
い
と
言
え
る
。
本
部
が
出
し
た
調
査
票
に
記
入
し
て
提
出
す
る
こ
と
も
な
く
、
本
部
に
お
け
る

全
省
の
党
務
宣
伝
の
様
々
な
計
画
に
極
め
て
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
」
と
厳
し
く
批
判
し
て
い
る
）
40
（

。
こ
う
し
た
批
評
か
ら
も
内
部

秩
序
を
重
視
し
て
い
る
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
下
級
党
部
か
ら
上
級
党
部
へ
の
宣
伝
工
作
報
告
は
一
九
二
九
年
以
降
に
な
っ
て
か
ら
、
恒
常
的
に
行
わ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。
宣
伝
工
作
報
告
が
実
施
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
国
民
党
の
中
央
―
地
方
の
組
織
関
係
が
以
前
よ
り
緊
密
に
な
り
、

中
央
主
導
に
よ
る
党
運
営
の
仕
組
み
が
で
き
あ
が
っ
て
き
た
証
で
あ
る
と
言
え
る
。
中
央
か
ら
地
方
に
対
す
る
強
制
力
が
働
く
よ
う
に

一
五
七
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な
っ
た
の
は
、
中
央
宣
伝
部
が
各
地
の
宣
伝
部
か
ら
の
工
作
報
告
を
受
け
て
指
示
を
頻
発
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
こ
と
や
、
評
価
や

批
評
を
行
い
、
下
級
党
部
に
指
示
に
従
う
こ
と
を
求
め
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
も
推
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
う
し
た
こ

と
で
中
央
―
地
方
の
「
宣
伝
系
統
」
が
党
内
の
組
織
的
な
結
束
を
生
み
、
宣
伝
内
容
の
統
一
や
党
員
に
対
す
る
思
想
・
言
論
の
統
制
を

強
め
て
い
く
背
景
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　

第
三
章　

宣
伝
内
容
の
統
一
に
む
け
て

　
　
　
　
　
　
　

第
一
節　

全
国
宣
伝
会
議
の
開
催

　

一
九
二
九
年
六
月
三
日
か
ら
七
日
に
か
け
て
、
南
京
で
全
国
宣
伝
会
議
が
開
催
さ
れ
た
。
孫
文
の
柩
を
北
平
か
ら
迎
え
る
た
め
に
各

地
か
ら
党
関
係
者
が
参
列
し
、
こ
れ
に
合
わ
せ
て
三
期
二
中
全
会
が
催
さ
れ
、
こ
の
機
会
を
捉
え
て
宣
伝
に
つ
い
て
検
討
す
る
会
議
も

開
い
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
会
議
に
は
、
中
央
宣
伝
部
の
ほ
か
、
各
省
・
特
別
市
、
海
外
支
部
、
軍
や
鉄
路
の
特
別
党
部
、
中
央
日

報
、
中
央
通
信
社
な
ど
か
ら
代
表
が
参
加
し
、
全
国
統
一
後
初
め
て
と
な
る
宣
伝
部
門
の
総
括
的
な
議
論
の
場
と
な
っ
た
。

　

全
国
宣
伝
会
議
を
開
い
た
最
大
の
目
的
は
、
宣
伝
の
統
一
を
図
る
こ
と
だ
っ
た
。
三
日
の
開
幕
式
で
中
央
宣
伝
部
長
の
葉
楚
傖
は
、

「
各
地
党
部
の
宣
伝
工
作
と
中
央
党
部
の
宣
伝
工
作
が
連
携
す
る
こ
と
が
少
な
く
、
互
い
に
困
難
を
感
じ
て
お
り
、
集
ま
っ
て
話
す
必
要

が
あ
っ
た
」
と
率
直
に
語
っ
て
い
る
。
挨
拶
に
立
っ
た
胡
漢
民
も
、
共
産
主
義
や
国
家
主
義
、
無
政
府
主
義
の
各
派
が
宣
伝
に
力
を
尽

く
し
、
弊
害
は
限
り
な
い
と
主
張
し
、「
我
が
党
は
以
後
、
全
力
で
宣
伝
工
作
の
統
一
に
心
を
尽
く
す
べ
き
だ
」
と
訴
え
た
。
こ
う
し
た

決
意
に
満
ち
た
言
葉
か
ら
だ
け
で
も
、
共
産
党
な
ど
が
党
外
か
ら
言
論
攻
勢
を
強
め
る
な
か
、
党
内
の
宣
伝
部
門
が
結
束
し
て
宣
伝
で

一
五
八
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き
て
い
な
い
こ
と
が
課
題
に
な
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
）
41
（

。

　

四
日
午
前
の
第
一
回
会
議
で
は
、
中
央
宣
伝
部
秘
書
の
朱
雲
光
が
一
年
来
の
宣
伝
工
作
概
況
に
つ
い
て
説
明
し
、
国
民
党
の
宣
伝
に

お
け
る
三
つ
の
欠
点
を
指
摘
し
た
。
ま
ず
挙
げ
ら
れ
た
の
は
、
宣
伝
が
散
漫
で
統
一
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
党
理
論
の
解
釈
が

雑
然
と
し
て
お
り
、
上
級
党
部
と
下
級
党
部
の
連
携
が
取
れ
て
い
な
い
と
し
た
。
中
央
宣
伝
部
が
受
け
取
っ
た
省
党
部
宣
伝
部
の
工
作

報
告
は
数
年
間
で
「
一
〇
件
」
に
及
ば
ず
、
中
央
も
指
導
を
尽
く
せ
な
か
っ
た
と
指
摘
し
た
。
二
つ
目
の
欠
点
は
、
宣
伝
内
容
を
時
期

や
場
所
に
応
じ
て
変
え
る
こ
と
が
で
き
て
い
な
か
っ
た
と
し
た
。
一
般
の
党
員
は
党
の
主
義
や
政
綱
を
よ
く
理
解
せ
ず
、
共
産
党
の
影

響
を
受
け
て
迷
い
、
全
国
統
一
後
の
宣
伝
は
建
設
に
重
点
を
置
く
こ
と
が
で
き
て
お
ら
ず
、
人
々
の
注
意
や
同
情
を
引
く
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
こ
と
を
問
題
視
し
た
。
三
つ
目
の
欠
点
と
し
て
国
際
宣
伝
が
積
極
的
に
行
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
も
挙
げ
ら
れ
た
）
42
（

。

　

こ
う
し
た
宣
伝
工
作
の
反
省
を
受
け
、
翌
五
日
に
中
央
と
地
方
の
党
部
が
宣
伝
工
作
で
の
連
携
を
改
善
す
る
た
め
の
議
論
が
行
わ
れ
、

工
作
報
告
に
期
限
を
設
け
る
こ
と
や
中
央
宣
伝
部
が
毎
月
の
工
作
状
況
を
各
直
轄
宣
伝
部
に
通
告
す
る
こ
と
、「
周
巡
視
察
員
」
を
設
置

す
る
こ
と
が
決
議
さ
れ
た
）
43
（

。
宣
伝
工
作
報
告
の
励
行
や
省
レ
ベ
ル
以
下
の
視
察
員
の
配
置
に
つ
い
て
は
、
全
国
宣
伝
会
議
が
実
施
さ
れ

る
前
に
各
級
宣
伝
工
作
実
施
方
案
で
定
め
ら
れ
て
い
た
内
容
と
同
じ
で
あ
る
が
、
参
加
者
が
議
論
し
て
確
認
す
る
こ
と
で
、
実
効
性
を

高
め
る
狙
い
が
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。

　

全
国
宣
伝
会
議
で
中
央
宣
伝
部
は
、
平
時
か
ら
宣
伝
人
員
が
継
続
的
に
連
携
し
、
宣
伝
統
一
を
進
め
る
こ
と
も
働
き
か
け
た
。
会
議

の
報
告
書
に
よ
る
と
、
末
端
組
織
の
区
党
部
・
区
分
部
の
宣
伝
人
員
は
県
の
宣
伝
人
員
と
密
接
な
関
係
を
持
つ
ほ
か
、
県
市
の
宣
伝
人

員
は
省
党
部
宣
伝
部
、
省
・
特
別
市
の
宣
伝
人
員
は
中
央
宣
伝
部
と
の
間
に
、
そ
れ
ぞ
れ
関
係
を
保
つ
必
要
性
を
訴
え
て
お
り
、
宣
伝

一
五
九
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の
統
一
に
は
人
的
連
携
が
重
要
だ
と
み
な
さ
れ
て
い
た
）
44
（

。

　

宣
伝
会
議
は
省
ご
と
に
も
開
催
さ
れ
、
党
内
に
お
け
る
宣
伝
の
組
織
強
化
と
内
容
の
一
体
化
が
図
ら
れ
た
。
全
国
宣
伝
会
議
に
先
駆

け
、
山
東
省
で
は
一
九
二
九
年
二
月
か
ら
三
月
に
か
け
て
省
党
務
指
導
委
員
会
が
全
省
宣
伝
会
議
を
開
い
た
）
45
（

。
同
年
一
一
月
に
は
浙
江

省
）
46
（

、
一
九
三
〇
年
三
月
に
は
湖
南
省
で
も
開
催
さ
れ
て
い
た
）
47
（

。

　

以
上
の
よ
う
に
中
央
―
地
方
に
お
け
る
宣
伝
会
議
は
、
各
組
織
条
例
、
宣
伝
方
略
、
宣
伝
工
作
実
施
方
案
と
い
う
中
央
宣
伝
部
を
頂

点
と
し
た
宣
伝
部
門
の
制
度
的
な
枠
組
み
を
作
り
上
げ
た
後
に
、
人
的
交
流
を
進
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
宣
伝
に
関
す
る
意
思
統
一
を
図

る
ソ
フ
ト
面
で
の
対
策
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　

第
二
節　

宣
伝
品
に
よ
る
言
論
一
致
の
促
進

　

党
内
に
お
け
る
宣
伝
の
統
一
で
は
、
党
が
発
行
す
る
刊
行
物
や
ビ
ラ
な
ど
の
宣
伝
品
を
主
要
な
手
段
と
し
て
用
い
た
。
い
わ
ば
古
典

的
手
法
で
は
あ
る
が
、
全
国
を
統
一
し
た
国
民
党
が
遠
方
の
地
方
に
い
る
党
員
ま
で
を
含
め
て
意
思
を
統
一
さ
せ
る
た
め
に
は
、
宣
伝

品
は
依
然
と
し
て
主
要
メ
デ
ィ
ア
だ
っ
た
。

　

国
民
党
に
お
い
て
は
、
宣
伝
品
は
対
外
的
な
宣
伝
材
料
で
も
あ
る
一
方
で
、
同
時
に
党
員
向
け
の
啓
発
材
料
で
も
あ
っ
た
。
そ
も
そ

も
辛
亥
革
命
前
、
孫
文
を
総
理
と
し
て
発
足
し
た
中
国
同
盟
会
が
、
東
京
で
雑
誌
『
民
報
』
を
刊
行
し
て
革
命
を
鼓
吹
し
た
こ
と
を
嚆

矢
と
し
て
、
識
字
層
に
刊
行
物
で
主
張
を
展
開
す
る
こ
と
を
常
套
手
段
と
し
て
き
た
。
そ
の
一
方
、
一
九
二
四
年
一
月
の
党
改
組
で
改

正
さ
れ
た
組
織
規
約
「
総
章
」
で
、
末
端
組
織
で
あ
る
区
分
部
に
「
本
党
の
宣
伝
品
を
分
配
す
る
」
と
い
う
役
割
が
定
め
ら
れ
て
い
た

一
六
〇
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よ
う
に
、
区
分
部
の
機
能
は
党
員
の
間
、
党
員
と
党
の
連
絡
が
主
要
業
務
で
あ
り
、
宣
伝
品
を
分
配
す
る
対
象
は
党
員
で
あ
っ
た
こ
と

は
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
）
48
（

。
毛
沢
東
が
宣
伝
部
長
代
理
を
務
め
て
い
た
時
期
に
部
内
の
会
議
で
、
宣
伝
品
は
先
に
各
地
の
上
級
党

部
に
送
り
、
下
級
党
部
に
転
送
し
た
り
、
党
員
に
分
け
た
り
す
る
こ
と
も
決
め
ら
れ
て
い
た
）
49
（

。

　

中
央
宣
伝
部
は
宣
伝
品
を
各
地
に
供
給
す
る
よ
う
に
な
る
が
、
そ
れ
に
は
や
は
り
党
外
向
け
、
党
内
向
け
が
あ
っ
た
。
一
九
二
八
年

春
に
行
わ
れ
た
中
央
宣
伝
部
が
各
省
の
指
導
員
を
集
め
た
会
議
で
は
、
各
地
の
宣
伝
材
料
は
全
て
中
央
に
依
存
し
て
い
る
と
指
摘
さ
れ
、

中
央
宣
伝
部
は
宣
伝
品
の
「
大
本
営
」
と
み
な
さ
れ
て
い
た
）
50
（

。
宣
伝
品
と
い
う
言
葉
は
、
様
々
な
資
料
に
多
数
記
載
さ
れ
、
対
象
は
幅

広
い
。
ビ
ラ
や
標
語
は
印
刷
部
数
が
一
〇
万
部
を
超
え
る
こ
と
も
あ
り
、
大
衆
向
け
に
配
る
こ
と
を
想
定
し
た
も
の
で
あ
る
。
一
方
で

事
案
ご
と
に
具
体
的
な
宣
伝
の
方
針
を
定
め
た
「
宣
伝
大
綱
」
や
会
議
録
、
敵
対
勢
力
を
論
難
す
る
小
冊
子
な
ど
は
部
数
も
少
な
く
、

明
ら
か
に
党
内
向
け
で
あ
っ
た
。

　

代
表
的
な
党
内
向
け
宣
伝
品
は
、
中
央
宣
伝
部
が
一
九
二
八
年
六
月
に
創
刊
し
た
『
中
央
週
報
』
で
あ
る
。
中
央
週
報
編
輯
委
員
会

の
告
示
に
よ
る
と
、「
各
地
の
区
党
部
が
政
治
報
告
を
行
い
、
党
員
を
訓
練
し
、
民
衆
に
宣
伝
す
る
資
料
と
な
る
刊
行
物
で
あ
る
」
と
位

置
づ
け
て
い
た
。
一
週
間
の
動
静
を
伝
え
る
「
党
務
報
告
」「
国
内
政
況
」「
国
際
要
聞
」
な
ど
の
記
事
や
有
力
者
の
評
論
の
ほ
か
、
こ

の
雑
誌
に
特
徴
的
だ
っ
た
の
が
「
今
週
の
宣
伝
要
点
」
と
い
う
コ
ー
ナ
ー
で
あ
る
。
翌
週
に
重
点
的
に
行
う
べ
き
宣
伝
内
容
を
簡
明
に

示
し
、
末
端
組
織
に
お
け
る
宣
伝
の
方
針
と
さ
せ
て
い
た
。
編
輯
委
員
会
は
、
大
都
市
で
は
多
く
の
新
聞
が
発
行
さ
れ
て
い
る
の
で
『
中

央
週
報
』
は
あ
ま
り
必
要
で
は
な
い
と
し
て
お
り
、
情
報
の
少
な
い
地
方
の
末
端
ま
で
党
に
関
す
る
情
報
を
行
き
渡
ら
せ
る
こ
と
に
狙

い
が
あ
っ
た
。
送
付
に
つ
い
て
も
地
方
の
上
級
党
部
か
ら
下
級
党
部
に
分
配
し
て
い
く
方
式
で
は
な
く
、
中
央
か
ら
各
地
の
党
部
に
直

一
六
一
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接
郵
送
す
る
と
し
て
お
り
、
素
早
く
「
宣
伝
の
統
一
が
で
き
る
」
こ
と
を
狙
い
と
し
て
い
た
）
51
（

。
積
年
の
課
題
で
あ
っ
た
宣
伝
の
統
一
に

つ
い
て
、
効
率
的
な
宣
伝
品
の
分
配
に
よ
っ
て
克
服
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　

宣
伝
品
の
供
給
に
は
当
初
、
分
量
が
少
な
い
と
い
う
課
題
が
あ
っ
た
。
一
九
二
九
年
六
月
の
全
国
宣
伝
会
議
で
は
、
宣
伝
品
に
つ
い

て
も
課
題
を
挙
げ
て
い
た
。
会
議
の
報
告
書
に
よ
れ
ば
、
ビ
ラ
な
ど
は
数
種
類
で
一
〇
万
部
に
な
る
こ
と
も
あ
る
が
、
そ
の
ほ
か
は
少

な
け
れ
ば
二
〇
〇
〇
〜
三
〇
〇
〇
部
で
あ
り
、
多
く
て
も
三
万
部
を
超
え
ず
、
い
つ
も
は
一
万
部
程
度
で
あ
っ
た
と
し
た
。
そ
の
上
で
、

「
仮
に
全
国
の
党
員
が
八
〇
万
人
と
す
れ
ば
、
八
〇
人
に
一
部
で
し
か
な
い
。
も
し
全
国
の
識
字
者
に
配
る
と
す
れ
ば
、
だ
い
た
い
一
〇

〇
〇
人
に
宣
伝
品
一
部
で
あ
る
。
ど
う
し
て
本
党
の
宣
伝
力
が
一
般
民
衆
に
入
っ
て
い
け
よ
う
か
」
と
課
題
を
指
摘
し
て
い
た
。
宣
伝

品
の
分
量
は
、
党
員
向
け
に
も
、
一
般
向
け
に
も
決
定
的
に
不
足
し
て
い
た
の
で
あ
る
）
52
（

。

　

宣
伝
品
の
質
に
も
問
題
が
あ
っ
た
。
一
九
二
九
年
三
月
に
行
わ
れ
た
中
国
国
民
党
第
三
回
全
国
代
表
大
会
に
お
け
る
中
央
執
行
委
員

会
の
党
務
報
告
で
、
一
九
二
四
年
一
月
の
改
組
以
後
に
国
民
革
命
は
大
き
な
成
果
を
収
め
た
一
方
で
精
神
上
の
団
結
が
廃
れ
、「
党
の
意

志
の
不
一
致
、
理
論
の
不
統
一
」
と
い
う
課
題
が
あ
る
と
指
摘
し
た
。
そ
の
原
因
の
一
つ
と
し
て
、
党
外
に
対
す
る
「
宣
伝
機
関
と
宣

伝
物
」
の
数
は
多
い
が
、
そ
の
質
は
非
常
に
雑
然
と
し
て
い
る
と
し
た
。
こ
の
こ
と
に
対
処
す
る
た
め
、
一
切
の
党
の
宣
伝
機
関
と
そ

の
宣
伝
品
は
中
央
党
部
の
許
可
と
登
記
が
必
要
で
あ
り
、
許
可
と
登
記
が
な
い
も
の
は
認
め
ず
、
も
し
内
容
に
党
義
に
反
す
る
も
の
が

あ
れ
ば
中
央
党
部
が
修
正
を
行
う
と
し
た
）
53
（

。

　

そ
の
後
、
宣
伝
品
の
供
給
量
の
増
加
が
図
ら
れ
て
い
た
。『
中
央
党
務
月
刊
』
に
は
「
中
央
宣
伝
部
工
作
経
過
」
が
毎
月
掲
載
さ
れ
、

一
九
二
八
年
四
月
分
か
ら
一
九
三
一
年
一
一
月
分
ま
で
の
中
央
宣
伝
部
が
供
給
し
た
宣
伝
品
の
状
況
が
分
か
る
。
筆
者
が
集
計
し
た
結

一
六
二
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果
、
供
給
し
た
宣
伝
品
の
数
量
は
、
一
九
二
八
年
は
毎
月
一
万

六
〇
〇
〇
部
〜
一
三
万
七
六
四
部
で
推
移
し
て
い
た
が
、
一
九

二
九
年
は
六
万
九
七
九
三
部
〜
一
八
一
万
四
〇
一
二
部
に
ま
で

増
え
、
一
九
三
〇
年
四
月
に
は
最
多
の
五
四
七
万
七
〇
三
二
部

を
記
録
し
て
い
た
（
グ
ラ
フ
参
照
）
54
（

）。

　
「
中
央
宣
伝
部
工
作
経
過
」
で
は
当
初
、
宣
伝
品
の
総
数
だ
け

し
か
発
表
し
て
い
な
か
っ
た
が
、
一
九
二
九
年
二
月
分
以
降
は
、

供
給
し
た
刊
行
物
の
名
称
、
部
数
が
そ
れ
ぞ
れ
記
載
す
る
よ
う

に
な
り
、
七
月
に
は
一
覧
表
を
掲
載
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
一

九
二
九
年
七
月
は
、
六
七
件
の
刊
行
物
で
計
三
四
万
六
三
四
八

部
を
供
給
し
て
お
り
、
多
い
も
の
は
各
党
部
に
配
る
報
告
表
四

万
三
〇
〇
〇
部
、
国
民
党
第
三
回
全
国
代
表
大
会
の
宣
言
と
決

議
案
三
万
三
六
三
四
部
で
あ
っ
た
。
ほ
か
の
刊
行
物
を
含
め
、

そ
の
刊
行
物
の
名
称
や
部
数
の
少
な
さ
か
ら
見
て
、
い
ず
れ
も

党
内
向
け
で
あ
っ
た
。
宣
伝
品
が
党
内
に
お
け
る
言
論
一
致
の

た
め
に
活
用
さ
れ
て
い
た
と
い
え
る
。

　グラフ　中央宣伝部が供給した宣伝品（1928年 4月～1931年11月）
出典：『中央党務月刊』第 1 ～41期（1928年 8月～1931年11月）をもとに筆者作成。ただ

し、1929年 3月は記録なし。
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年

一
六
三
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五
四
七
万
七
〇
三
二
部
を
供
給
し
た
一
九
三
〇
年
四
月
分
は
、
そ
の
種
類
は
一
二
六
件
に
及
び
、
党
内
外
に
向
け
て
宣
伝
品
を
供
給

し
て
い
た
）
55
（

。
そ
の
中
で
目
立
つ
の
は
、
蔣
介
石
に
対
し
て
「
叛
乱
」
を
起
こ
し
た
閻
錫
山
を
批
判
す
る
ビ
ラ
や
小
冊
子
で
あ
り
、
一
六

件
を
占
め
て
い
る
。
こ
れ
ほ
ど
多
数
な
の
は
閻
錫
山
、
李
宗
仁
、
馮
玉
祥
が
提
携
し
て
反
蔣
介
石
に
立
ち
上
が
っ
た
こ
と
を
受
け
た
も

の
で
あ
る
。
こ
の
月
の
宣
伝
品
の
う
ち
最
多
の
二
七
〇
万
部
は
、
閻
錫
山
を
討
伐
す
る
標
語
二
六
種
を
印
刷
し
た
も
の
で
、
飛
行
機
か

ら
投
下
す
る
た
め
に
作
ら
れ
た
。
閻
錫
山
を
討
伐
す
る
絵
を
描
い
た
「
討
閻
画
片
」（
五
種
類
）
の
四
〇
万
部
も
、
大
衆
や
敵
軍
に
向
け

た
宣
伝
で
あ
っ
た
こ
と
に
間
違
い
は
な
い
。
こ
の
ほ
か
、
閻
錫
山
の
関
係
で
は
四
万
部
〜
九
万
部
台
が
九
件
、
一
万
部
未
満
が
五
件
あ

り
、
こ
れ
ら
は
小
冊
子
で
党
員
向
け
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。

　

閻
錫
山
を
批
判
す
る
宣
伝
品
の
中
か
ら
一
例
を
挙
げ
れ
ば
、
五
万
八
六
八
九
部
を
供
給
し
た
「
閻
錫
山
の
謬
説
」
は
四
二
頁
の
小
冊

子
で
、
閻
錫
山
の
言
葉
一
三
件
に
対
し
、
一
つ
ひ
と
つ
反
論
を
加
え
て
い
た
。
閻
錫
山
が
「
党
の
こ
と
は
党
人
が
解
決
し
、
国
事
は
国

人
が
解
決
す
る
」
と
言
い
、
国
事
か
ら
国
民
党
を
排
除
し
よ
う
と
し
た
こ
と
に
対
し
て
、
こ
の
小
冊
子
は
「
党
の
こ
と
と
国
事
は
分
け

る
こ
と
が
で
き
な
い
」
と
反
論
し
、
国
民
党
に
よ
る
訓
政
を
正
当
化
し
て
い
る
。
こ
の
小
冊
子
に
奥
付
は
な
い
が
、
国
民
党
中
央
宣
伝

部
が
主
導
し
て
印
刷
し
て
宣
伝
品
と
し
て
配
っ
て
お
り
、
そ
の
部
数
か
ら
見
て
党
員
向
け
で
あ
っ
た
）
56
（

。
こ
う
し
た
閻
錫
山
に
対
抗
す
る

宣
伝
品
の
供
給
状
況
か
ら
は
、
中
央
宣
伝
部
が
「
敵
対
」
す
る
勢
力
を
追
い
落
と
す
際
に
、
党
外
向
け
の
ビ
ラ
や
絵
、
党
内
向
け
の
小

冊
子
な
ど
の
宣
伝
品
を
活
用
し
、
言
論
の
統
一
を
図
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

　

中
央
宣
伝
部
は
宣
伝
品
の
分
配
を
非
常
に
重
視
し
て
い
た
。
各
地
の
党
部
に
送
っ
た
宣
伝
品
に
つ
い
て
受
領
確
認
を
徹
底
さ
せ
て
い

る
。
一
九
三
〇
年
二
月
の
「
中
央
宣
伝
部
工
作
経
過
」
で
は
、
各
党
部
が
宣
伝
品
を
受
け
取
っ
た
報
告
を
行
っ
た
か
否
か
に
つ
い
て
、

一
六
四
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省
ご
と
に
取
り
ま
と
め
を
行
っ
た
。
最
も
多
か
っ
た
の
は
山
西
省
で
、
同
省
内
に
あ
る
一
〇
五
党
部
の
う
ち
五
二
党
部
が
報
告
し
て
き

て
お
り
、
四
九
・
六
％
と
い
う
割
合
ま
で
記
載
し
て
い
る
。
全
省
の
合
計
で
は
報
告
し
て
き
た
の
は
一
一
・
二
％
に
と
ど
ま
っ
て
お
い
た
）
57
（

。

こ
う
し
た
こ
と
を
記
載
す
る
の
は
、
報
告
の
少
な
さ
を
問
題
視
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　

一
九
三
〇
年
四
月
に
は
、
宣
伝
品
の
取
り
扱
い
に
関
す
る
弁
法
を
制
定
し
、
受
領
報
告
に
つ
い
て
も
明
文
化
し
た
）
58
（

。
続
い
て
六
月
か

ら
は
「
三
聯
単
」
を
導
入
し
、
中
央
宣
伝
部
が
発
送
の
際
に
宣
伝
品
の
名
称
と
数
量
を
記
入
し
て
控
え
一
枚
を
残
し
、
受
け
取
っ
た
各

党
部
は
明
細
一
枚
を
手
元
に
置
き
、
受
領
書
一
枚
を
宣
伝
部
に
送
り
返
す
こ
と
に
し
た
）
59
（

。
中
央
宣
伝
部
が
執
拗
に
宣
伝
品
の
受
領
確
認

を
求
め
、
宣
伝
工
作
報
告
の
結
果
を
公
表
す
る
の
と
同
じ
よ
う
に
受
領
成
績
を
公
表
し
た
の
は
、
送
っ
て
こ
な
い
地
方
党
部
に
対
し
て

実
質
的
な
「
警
告
」
の
作
用
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
中
央
宣
伝
部
が
宣
伝
品
を
通
し
て
宣
伝
や
意
思
統
一
を
図
ろ
う
と
懸
命
に
な
っ

て
い
た
こ
と
を
裏
付
け
る
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
中
央
―
地
方
の
組
織
関
係
が
明
確
に
な
っ
た
後
、
中
央
宣
伝
部
は
宣
伝
会
議
の
開
催
や
宣
伝
品
を
大
量
に
供
給
し

て
い
く
こ
と
で
、
党
内
に
お
け
る
宣
伝
内
容
の
統
一
を
図
っ
た
。
検
討
し
た
よ
う
に
宣
伝
品
は
党
外
向
け
だ
け
で
な
く
、
党
内
向
け
に

も
大
量
に
供
給
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
見
逃
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
宣
伝
内
容
の
統
一
を
進
め
る
こ
と
が
、
党
内
の
言
論
一
致
を
進
め
て

異
論
を
排
除
し
、
党
外
の
敵
対
勢
力
に
対
抗
す
る
た
め
に
必
要
だ
っ
た
た
め
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　

お　

わ　

り　

に

　

本
稿
で
は
国
民
党
宣
伝
部
に
よ
る
党
内
統
治
に
つ
い
て
分
析
し
た
。
特
に
中
央
―
地
方
の
宣
伝
部
の
組
織
的
な
連
携
強
化
、
宣
伝
内

一
六
五
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容
を
統
一
し
て
党
員
の
言
論
一
致
を
図
る
こ
と
の
両
側
面
か
ら
検
討
を
行
っ
た
。

　

一
九
二
四
年
一
月
の
党
改
組
の
段
階
で
は
、
と
も
に
必
要
性
が
認
識
さ
れ
て
い
た
が
、
制
度
と
し
て
十
分
に
整
っ
て
お
ら
ず
、
組
織

と
し
て
は
極
め
て
脆
弱
で
あ
り
、
言
論
の
一
致
も
図
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
中
央
と
地
方
の
宣
伝
部
の
強
化
が
進
め
ら
れ
る
の
は
一
九

二
八
年
に
入
っ
て
か
ら
で
あ
り
、
そ
れ
は
蔣
介
石
が
権
力
を
掌
握
し
た
時
期
と
重
な
る
。
最
初
に
中
央
―
地
方
の
宣
伝
部
門
の
組
織
規

程
が
整
備
さ
れ
、
続
い
て
宣
伝
戦
略
の
統
一
が
進
め
ら
れ
た
。
中
央
宣
伝
部
を
頂
点
と
し
て
、
省
・
特
別
市
党
部
、
県
市
党
部
、
区
党

部
、
区
分
部
に
お
け
る
そ
れ
ぞ
れ
の
宣
伝
部
門
の
統
属
関
係
が
明
確
に
な
り
、
国
民
党
内
で
命
令
と
服
従
に
基
づ
く
「
宣
伝
系
統
」
が

出
来
上
が
っ
て
い
っ
た
。

　

制
度
と
し
て
姿
を
現
し
た
「
宣
伝
系
統
」
を
運
営
に
お
い
て
も
実
効
あ
る
も
の
と
す
る
た
め
、
中
央
宣
伝
部
が
重
視
し
た
の
は
、
宣

伝
工
作
報
告
の
徹
底
で
あ
っ
た
。
宣
伝
工
作
報
告
は
早
く
か
ら
何
度
も
必
要
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
た
が
、
ほ
と
ん
ど
実
施
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
。
各
級
党
部
の
宣
伝
工
作
実
施
方
案
に
明
記
さ
れ
、
一
九
二
九
年
春
ま
で
に
は
報
告
が
増
え
た
。
中
央
宣
伝
部
は
こ
の
報
告
に

基
づ
い
て
指
示
を
与
え
る
ほ
か
、
報
告
を
厳
し
く
査
定
し
て
評
価
を
下
し
て
下
級
党
部
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
た
。
中
央
宣
伝
部
は
組
織

を
整
え
る
と
と
も
に
、
宣
伝
内
容
の
統
一
も
進
め
た
。
全
国
宣
伝
会
議
を
開
催
す
る
な
ど
し
て
宣
伝
部
門
間
の
人
的
交
流
を
図
り
、
地

方
ご
と
に
宣
伝
会
議
も
開
催
さ
れ
た
。
宣
伝
品
を
大
量
に
地
方
の
末
端
ま
で
供
給
し
、
宣
伝
の
統
一
化
を
進
め
、
党
員
の
言
論
の
一
致

を
図
っ
て
い
っ
た
。

　

本
稿
で
検
討
し
た
結
果
、
国
民
党
で
は
中
央
―
地
方
の
宣
伝
部
門
が
連
携
を
図
り
、
宣
伝
内
容
の
一
致
を
進
め
て
党
員
の
同
質
化
を

進
め
る
こ
と
で
、
組
織
を
強
固
に
し
よ
う
と
し
た
こ
と
が
浮
か
び
上
が
っ
た
。
こ
う
し
た
手
法
は
現
代
の
中
国
共
産
党
に
も
通
じ
る
も

一
六
六
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の
で
あ
る
と
い
え
る
。

　

た
だ
し
、
国
民
党
宣
伝
部
に
よ
る
党
員
を
対
象
と
し
た
「
対
内
的
宣
伝
」
が
実
際
に
成
果
を
上
げ
て
い
た
の
か
は
改
め
て
検
証
が
必

要
で
あ
る
。
一
九
三
〇
年
代
に
入
り
、
国
民
党
は
党
権
の
脆
弱
さ
が
露
呈
し
て
お
り
、
検
閲
な
ど
の
権
限
も
宣
伝
部
に
集
約
し
き
れ
て

い
な
か
っ
た
）
60
（

。
中
央
宣
伝
部
が
全
国
に
張
り
巡
ら
さ
れ
た
宣
伝
部
門
を
実
態
と
し
て
ど
れ
ほ
ど
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
て
い
た
の
か
に
つ

い
て
は
、
更
に
検
討
が
必
要
で
あ
り
、
改
め
て
具
体
的
事
例
を
挙
げ
な
が
ら
検
討
を
進
め
た
い
。

註（
1
）　

拙
稿
「
二
〇
世
紀
初
頭
中
国
に
お
け
る
「
宣
伝
」
の
成
立　
　

革
命
の
「
鼓
吹
」
か
ら
政
党
理
念
の
「
宣
伝
」
へ　
　

」『
国
際
文
化

学
』
第
三
三
号
、
二
〇
二
〇
年
三
月
、
拙
稿
「
第
一
次
国
共
合
作
時

期
に
お
け
る
政
党
の
大
衆
宣
伝　
　

宣
伝
員
・
宣
伝
隊
の
形
成
と
組

織　
　

」『
歴
史
学
研
究
』
一
〇
〇
八
号
、
二
〇
二
一
年
四
月
。 

（
2
）　

拙
稿
「
中
国
に
お
け
る
政
党
宣
伝
部
の
形
成　
　

輿
論
誘
導
と

言
論
監
視
の
組
織
的
統
合　
　

」『
中
国
研
究
月
報
』
第
七
三
巻
第
一

〇
号
、
二
〇
一
九
年
一
〇
月
。

（
3
）　
「
中
央
執
行
委
員
会
宣
伝
部
弁
事
通
則
」『
中
央
党
務
月
刊
』
第

七
期
、
一
九
二
九
年
二
月
、「
通
則
」
一
―
五
頁
に
は
、
指
導
科
が
刊

行
物
を
審
査
し
、
問
題
が
あ
れ
ば
「
警
告
」、「
糾
正
（
矯
正
）」、「
責

斥
（
責
め
叱
る
）」、「
査
禁
（
取
り
調
べ
て
禁
止
）」
を
行
う
と
し
て

い
る
。

（
4
）　

王
凌
霄
『
中
国
国
民
党
新
聞
政
策
之
研
究
（
一
九
二
八
―
一
九

四
五
）』
台
北
：
近
代
中
国
出
版
社
、
一
九
九
六
年
。

（
5
）　

蔡
銘
澤
『
中
国
国
民
党
党
報
歴
史
研
究
一
九
二
七
〜
一
九
四
九
』

北
京
：
団
結
出
版
社
、
一
九
九
八
年
。

（
6
）　John Fitzgerald, Awakening China:Politics,Culture, and Class 

in the Nationalist Revolution, Stanford U
niversity Press, 1996

（
李

恭
忠
、
李
里
峰
等
訳
『
喚
醒　

中
国
』
北
京
：
生
活
・
読
書
・
新
知

三
聯
書
店
、
二
〇
〇
四
年
）。

（
7
）　
「
中
国
国
民
党
総
章
」（
一
九
二
四
年
一
月
二
八
日
）
栄
孟
源
主

編
『
中
国
国
民
党
歴
次
代
表
大
会
及
中
央
全
会
資
料
』
上
冊
、
北
京
：

光
明
日
報
出
版
社
、
一
九
八
五
年
一
〇
月
、
二
二
―
三
四
頁
。
な
お
、

一
九
一
九
年
一
〇
月
の
「
規
約
」
で
は
総
支
部
と
支
部
を
国
内
外
に

一
六
七
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設
置
す
る
と
だ
け
定
め
ら
れ
、
一
九
二
三
年
一
月
の
「
総
章
」
で
は

省
区
に
総
支
部
、
各
県
に
支
部
、
各
市
郷
に
分
部
を
置
く
と
決
め
ら

れ
て
い
た
。

（
8
）　

家
近
亮
子
『
蔣
介
石
と
南
京
国
民
政
府　
　

中
国
国
民
党
の
権

力
浸
透
に
関
す
る
分
析　
　

』
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
二

年
、
二
二
六
―
二
三
〇
頁
。

（
9
）　
「
中
国
国
民
党
中
央
執
行
委
員
会
宣
伝
部
弁
事
章
程
」（
一
九
二

四
年
四
月
二
四
日
）『
中
国
国
民
党
週
刊
』
第
二
二
期
、
一
九
二
四
年

五
月
二
五
日
。

（
10
）　

戴
季
陶
「
致
熊
錦
帆
諸
先
生
書
」（
一
九
二
四
年
一
月
二
七
日
）

戴
季
陶
著
、
陳
天
錫
編
輯
『
戴
季
陶
先
生
文
存
』
台
北
：
中
国
国
民

党
中
央
委
員
会
党
史
史
料
編
纂
委
員
会
、
一
九
七
一
年
、
第
三
冊
、

九
五
七
―
九
五
八
頁
。

（
11
）　
「
国
民
党
訓
令
全
体
党
員
」（
一
九
二
五
年
五
月
二
四
日
）『
広
州

民
国
日
報
』
一
九
二
五
年
五
月
二
七
日
。

（
12
）　

李
戡
『
国
民
党
員
毛
沢
東
』
台
北
：
李
敖
出
版
社
、
二
〇
一
四

年
、
一
八
七
―
一
八
九
頁
。
出
典
は
「
中
国
国
民
党
第
一
一
七
次
中

執
会
会
議
記
録
」
と
さ
れ
て
い
る
が
、
筆
者
は
資
料
を
確
認
し
て
い

な
い
。

（
13
）　

毛
沢
東
「
宣
伝
報
告
」『
政
治
週
報
』
第
六
、
七
期
合
刊
、
一
九

二
六
年
四
月
一
〇
日
。

（
14
）　
「
関
於
宣
伝
決
議
案
」『
政
治
週
報
』
第
六
、
七
期
合
刊
。

（
15
）　

前
掲
拙
稿
「
中
国
に
お
け
る
政
党
宣
伝
部
の
形
成　
　

輿
論
誘

導
と
言
論
監
視
の
組
織
的
統
合　
　

」。

（
16
）　
「
蔣
中
正
等
改
組
中
央
党
部
提
案
」『
申
報
』
一
九
二
八
年
二
月

五
日
。

（
17
）　
「
省
党
務
指
導
委
員
会
組
織
細
則
」（
一
九
二
八
年
三
月
二
二
日
）

中
国
第
二
歴
史
檔
案
館
編
『
中
国
国
民
党
中
央
執
行
委
員
会
常
務
委

員
会
会
議
録
』
桂
林
：
広
西
師
範
大
学
出
版
社
、
二
〇
〇
二
年
、
第

三
冊
、
四
三
二
―
四
四
五
頁
、「
中
国
国
民
党
省
執
行
委
員
会
組
織
細

則
」（
一
九
二
八
年
七
月
三
〇
日
）
同
、
第
六
冊
、
一
二
―
二
一
頁
、

「
中
国
国
民
党
省
執
行
委
員
会
組
織
細
則
」（
一
九
二
九
年
六
月
二
四

日
）『
中
央
党
務
月
刊
』
第
一
一
期
、
一
九
二
九
年
六
月
、「
法
規
」

一
〇
―
一
三
頁
。

（
18
）　
「
県
市
党
務
指
導
委
員
会
組
織
条
例
」（
一
九
二
八
年
三
月
三
〇

日
）
前
掲
『
中
国
国
民
党
中
央
執
行
委
員
会
常
務
委
員
会
会
議
録
』

第
四
冊
、
二
七
―
三
一
頁
、「
中
国
国
民
党
県
執
行
委
員
会
組
織
条

例
」（
一
九
二
八
年
七
月
三
〇
日
）
同
、
第
六
冊
、
二
四
―
三
四
頁
、

「
中
国
国
民
党
県
執
行
委
員
会
組
織
細
則
」（
一
九
二
九
年
六
月
二
四

日
）『
中
央
党
務
月
刊
』
第
一
一
期
、「
法
規
」
一
四
―
一
五
頁
。

（
19
）　
「
省
党
務
指
導
委
員
会
工
作
大
綱
」（
一
九
二
八
年
三
月
三
〇
日
）

前
掲
『
中
国
国
民
党
中
央
執
行
委
員
会
常
務
委
員
会
会
議
録
』
第
四

一
六
八
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冊
、
一
五
―
二
六
頁
。

（
20
）　
「
県
市
党
務
指
導
委
員
会
工
作
大
綱
」（
一
九
二
八
年
四
月
一
二

日
）
前
掲
『
中
国
国
民
党
中
央
執
行
委
員
会
常
務
委
員
会
会
議
録
』

第
四
冊
、
七
四
―
七
九
頁
。

（
21
）　

胡
漢
民
「
青
年
的
煩
悶
与
出
路
」（
中
華
民
国
各
界
紀
念
国
父
百

年
誕
辰
籌
備
委
員
会
学
術
論
著
編
纂
委
員
会
主
編
『
国
父
思
想
論
文

集
』
第
二
冊
、
台
北
：
中
華
民
国
各
界
紀
念
国
父
百
年
誕
辰
籌
備
委

員
会
、
一
九
六
五
年
、
一
二
七
〇
頁
）
に
は
、
劉
蘆
隠
が
国
民
党
宣

伝
方
略
を
起
草
し
た
と
あ
る
。

（
22
）　
「
中
国
国
民
党
宣
伝
方
略
」（
一
九
二
七
年
中
央
宣
伝
部
頒
布
）

中
央
執
行
委
員
会
秘
書
処
『
党
務
法
規
彙
編
（
一
）』、
一
九
三
九
年

一
月
（
中
国
国
民
党
文
化
伝
播
委
員
会
党
史
館
所
蔵
本
を
閲
覧
）。

（
23
）　

鄭
士
栄
『
抗
戦
前
後
中
央
文
化
宣
伝
方
略
之
研
究
（
一
九
二
八

〜
一
九
四
五
）　　

中
国
国
民
党
中
央
宣
伝
部
功
能
之
分
析　
　

』
台

北
：
国
立
台
湾
大
学
三
民
主
義
研
究
所
修
士
論
文
、
一
九
八
七
年
六

月
、
一
七
六
―
一
九
三
頁
。

（
24
）　

前
掲
拙
稿
「
第
一
次
国
共
合
作
時
期
に
お
け
る
政
党
の
大
衆
宣

伝　
　

宣
伝
員
・
宣
伝
隊
の
形
成
と
組
織　
　

」。

（
25
）　
「
中
国
国
民
党
中
央
執
行
委
員
会
第
一
九
二
次
常
務
会
議
記
録
」

（
一
九
二
九
年
一
月
二
四
日
）
前
掲
『
中
国
国
民
党
中
央
執
行
委
員
会

常
務
委
員
会
会
議
録
』
第
七
冊
、
一
一
二
頁
。

（
26
）　
「
各
級
党
部
宣
伝
工
作
実
施
方
案
」『
中
央
党
務
月
刊
』
第
九
期
、

一
九
二
九
年
四
月
、「
方
案
」
一
―
二
九
頁
。

（
27
）　
「
中
国
国
民
党
中
央
執
行
委
員
会
通
令
」（
一
九
二
八
年
五
月
二

一
日
）『
中
央
党
務
月
刊
』
第
一
期
、
一
九
二
八
年
八
月
、「
文
書
」

一
〇
―
一
一
頁
。

（
28
）　

前
掲
「
各
級
党
部
宣
伝
工
作
実
施
方
案
」。

（
29
）　
「
中
宣
部
両
部
長
昨
対
職
員
訓
詞
」『
中
央
日
報
』
一
九
二
九
年

四
月
一
七
日
。

（
30
）　
「
中
央
宣
伝
部
工
作
経
過
」（
一
九
二
九
年
一
月
分
〜
一
二
月
分
）

『
中
央
党
務
月
刊
』
第
八
期
〜
第
一
八
期
、
一
九
二
九
年
三
月
〜
一
九

三
〇
年
一
月
。

（
31
）　
「
中
央
宣
伝
部
工
作
経
過
」（
一
九
二
九
年
一
月
分
）『
中
央
党
務

月
刊
』
第
八
期
、
一
九
二
九
年
三
月
、「
報
告
」
一
七
―
一
八
頁
。

（
32
）　
「
福
建
省
党
部
発
行
宣
伝
部
工
作
報
告
送
附
ノ
件
」JA

C
A

R

（
ア

ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
）R

ef. B
02031696700

、
支
那
中
央
政
況

関
係
雑
纂
／
国
民
党
関
係
第
一
巻
（A

-6-1-1- 2- 2- 001

）（
外
務
省
外

交
史
料
館
）。

（
33
）　
「
中
央
宣
伝
部
工
作
経
過
」（
一
九
二
九
年
二
月
分
）『
中
央
党
務

月
刊
』
第
九
期
、
一
九
二
九
年
四
月
、「
報
告
」
一
八
頁
。

（
34
）　
「
中
国
国
民
党
各
級
党
部
工
作
考
核
条
例
」（
一
九
二
九
年
六
月

六
日
）『
中
央
党
務
月
刊
』
第
一
一
期
、
一
九
二
九
年
六
月
、「
法
規
」

一
六
九
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一
七
―
一
八
頁
。

（
35
）　
「
訓
政
時
期
党
務
進
行
計
画
案
」（
一
九
二
九
年
六
月
一
五
日
）

前
掲
『
中
国
国
民
党
歴
次
代
表
大
会
及
中
央
全
会
資
料
』
上
冊
、
七

五
六
―
七
五
九
頁
。

（
36
）　
「
中
宣
部
嘉
勉
蘇
贛
二
省
宣
伝
部
」『
中
央
週
報
』
第
六
四
期
、

一
九
二
九
年
八
月
二
六
日
。

（
37
）　
「
中
宣
部
令
知
宣
伝
工
作
注
意
点
」『
中
央
週
報
』
第
六
三
期
、

一
九
二
九
年
八
月
一
九
日
。

（
38
）　
「
過
去
各
省
市
宣
伝
工
作
考
核
述
要
」『
中
央
週
報
』
五
四
期
、

一
九
二
九
年
六
月
一
七
日
。

（
39
）　
「
通
令
各
省
市
宣
伝
部
及
鉄
路
特
別
党
部
頒
発
各
該
部
科
六
月
至

十
月
份
工
作
成
績
総
考
核
書
仰
注
意
由
」『
中
央
党
務
月
刊
』
第
一
八

期
、
一
九
三
〇
年
一
月
、
一
〇
五
―
一
一
一
頁
。

（
40
）　
「
粤
省
党
部
考
核
各
県
市
之
宣
伝
工
作
成
績
」『
中
央
週
報
』
第

七
四
期
、
一
九
二
九
年
一
一
月
四
日
。
広
東
省
の
宣
伝
部
は
一
九
三

〇
年
に
な
り
、
一
九
二
九
年
に
お
け
る
省
内
の
宣
伝
工
作
考
査
も
実

施
（「
粤
省
各
県
市
党
部
宣
伝
成
績
」『
中
央
日
報
』
一
九
三
〇
年
二

月
二
七
日
）
し
て
い
る
ほ
か
、
浙
江
省
党
部
宣
伝
部
も
一
九
二
九
年

五
月
の
省
内
各
県
か
ら
の
宣
伝
報
告
書
を
考
査
し
て
い
る
記
録
も
あ

る
（「
浙
省
宣
伝
部
頒
発　

各
県
宣
伝
工
作
総
批
評
」『
中
央
日
報
』

一
九
二
九
年
七
月
一
五
日
）。

（
41
）　
「
全
国
宣
伝
会
議
集
会
紀
」『
中
央
週
報
』
第
五
三
期
、
一
九
二

九
年
六
月
一
〇
日
。

（
42
）　
「
全
国
宣
伝
会
議
中　

中
央
宣
伝
部
報
告
」『
中
央
日
報
』
一
九

二
九
年
六
月
五
日
。
前
掲
「
全
国
宣
伝
会
議
集
会
紀
」。

（
43
）　
「
全
国
宣
伝
会
議
第
三
日
」『
中
央
日
報
』
一
九
二
九
年
六
月
六

日
。
前
掲
「
全
国
宣
伝
会
議
集
会
紀
」。

（
44
）　
「
全
国
宣
伝
会
議
中
央
宣
伝
部
報
告
書
」『
中
央
週
報
』
第
五
四

期
、
一
九
二
九
年
六
月
一
七
日
。

（
45
）　
「
魯
省
指
委
会
全
省
宣
伝
会
議
第
二
日
」『
中
央
日
報
』
一
九
二

九
年
三
月
二
日
、「
魯
省
指
委
会
全
省
宣
伝
会
三
月
一
日
閉
幕
」
同
一

九
二
九
年
三
月
四
日
。

（
46
）　
「
浙
全
省
宣
伝
会
議
開
幕
」『
中
央
日
報
』
一
九
二
九
年
一
一
月

三
日
。

（
47
）　
「
湘
省
宣
伝
会
議
経
過
」『
中
央
週
報
』
第
九
五
期
、
一
九
三
〇

年
三
月
三
一
日
。

（
48
）　

前
掲
「
中
国
国
民
党
総
章
」（
一
九
二
四
年
一
月
二
八
日
）。

（
49
）　
「
中
央
宣
伝
部
第
二
次
部
務
会
議
」『
広
州
民
国
日
報
』
一
九
二

五
年
一
〇
月
一
九
日
。

（
50
）　
「
中
央
宣
伝
部
招
待
各
省
指
導
員
（
続
）」『
申
報
』
一
九
二
八
年

四
月
一
六
日
。

（
51
）　
「
中
央
宣
伝
部
中
央
週
報
編
輯
委
員
会　

啓
事
一
」『
中
央
週
報
』

一
七
〇
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第
二
期
、
一
九
二
八
年
六
月
一
八
日
。

（
52
）　

前
掲
「
全
国
宣
伝
会
議
中
央
宣
伝
部
報
告
書
」。

（
53
）　
「
中
国
国
民
党
第
三
次
全
国
代
表
大
会
対
於
第
二
届
中
央
執
行
委

員
会
党
務
報
告
決
議
案
」（
一
九
二
九
年
三
月
二
七
日
通
過
）『
中
央

党
務
月
刊
』
第
一
〇
期
（
中
国
国
民
党
第
三
次
全
国
代
表
大
会
号
）、

一
九
二
九
年
五
月
、「
決
議
案
」
一
―
六
頁
。

（
54
）　
『
中
央
党
務
月
刊
』
の
第
一
期
（
一
九
二
八
年
八
月
）
か
ら
第
四

一
期
（
一
九
三
一
年
一
一
月
）
ま
で
の
各
期
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
「
中

央
宣
伝
部
工
作
経
過
」
を
参
照
。
四
二
期
以
降
は
「
中
央
宣
伝
部
工

作
経
過
」
は
掲
載
さ
れ
な
く
な
っ
た
。

（
55
）　
「
中
央
宣
伝
部
工
作
経
過
」（
一
九
三
〇
年
四
月
分
）『
中
央
党
務

月
刊
』
第
二
二
期
、
一
九
三
〇
年
五
月
、
一
二
〇
―
一
二
五
頁
。

（
56
）　
『
闢
閻
錫
山
之
謬
説
』
発
行
地
、
発
行
時
期
不
詳
。

（
57
）　
「
中
央
宣
伝
部
工
作
経
過
」（
一
九
三
〇
年
二
月
分
）『
中
央
党
務

月
刊
』
第
二
〇
期
、
一
九
三
〇
年
三
月
、
九
二
―
九
四
頁
。

（
58
）　
「
各
級
党
部
接
収
中
央
宣
伝
品
処
理
弁
法
」（
一
九
三
〇
年
四
月

一
日
）『
中
央
党
務
月
刊
』
第
二
一
期
、
一
九
三
〇
年
四
月
、
七
一
―

七
三
頁
。

（
59
）　
「
中
国
国
民
党
中
央
執
行
委
員
会
宣
伝
部
通
告
」（
時
期
不
詳
）

『
中
央
週
報
』
第
一
〇
五
期
、
一
九
三
〇
年
六
月
九
日
。

（
60
）　

国
民
党
の
党
権
の
脆
弱
性
に
つ
い
て
は
、
王
奇
生
『
党
員
、
党

権
与
党
争　
　

一
九
二
四
―
一
九
四
八
年
中
国
国
民
党
的
組
織
形
態

　
　
（
修
訂
増
補
本
）』
北
京
：
華
文
出
版
社
、
二
〇
一
〇
年
（
初
版

二
〇
〇
三
年
）、
前
掲
『
蔣
介
石
と
南
京
国
民
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collection of external taxes to pay for them. Nevertheless, these actions did not 
mean that the SMC’s surcharges were completely eliminated, as the Taotai 
merely avoided mentioning their existence, resulting in Chinese subjects pay-
ing water surcharges to the SMC until 1911, when finally exempted; but the 
Council continued to collect from foreign residents.
          However Taotai might recognize all along the fact that the surcharges 
were still collected even after he banned, so rather than make further action on 
prohibiting their collection, he no doubt preferred to concentrate on the mod-
ernization of local administration in the Chapei region adjoining the Settle-
ment. This is why it was necessary for the Taotai to continue to stress that the 
northwest suburb of Paoshan prefecture along the Yangtze River was not an 
open port, but rather a part of the Chinese inland territory, in order to demon-
strate his success in preventing the expansion of foreign influence into its in-
land regions.

Strengthening Governance within the Party by the Nationalist Party
Propaganda Bureau in the Early Days of the Tutelage Period

SUZUKI Takahiro

          The propaganda bureau of the Chinese Nationalist Party (KMT) has the 
role of “induction of the public opinion,” “regulation of the public opinion,” 
outside the party, and “opinion agreement” to unify the opinion within the 
party. This paper demonstrates that the propaganda bureau of the KMT 
strengthened control by unifying the opinion within the party in the early days 
of the tutelage period.
          Two methods of unifying the opinion were employed. First, the KMT 
created a vertical leadership system for the local party propaganda bureau by 
the central party, and second, the party members were instructed by the con-
tent of the propaganda to homogenize political ideas.
          After the reorganization of the KMT in January 1924, the necessity of 
both methods was recognized; however, the system was not sufficiently estab-
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lished, and the opinion was not unified. Therefore, it was extremely vulnerable 
as an organization. Hence, the KMT proceeded with developing the propagan-
da organization in 1928. First, the organizational rules of the central-local pro-
paganda bureau were formulated, and the hierarchical relationship between 
the propaganda bureau of local propaganda organization was established with 
the central propaganda bureau at the top. An “propaganda system” based on 
orders and obedience was institutionalized. In addition, in the “propaganda 
strategy” established by the central propaganda bureau, the propaganda was 
divided into “inside the party” and “outside the party.” The “inside of the par-
ty” propaganda refers to unifying the intentions of the party members.
          After establishing such an institutional framework, the central propa-
ganda bureau increased its effectiveness in various ways. First, it thoroughly 
carried out a “propaganda work report” to the upper party bureau from the 
lower party bureau. The central propaganda bureau gave instructions based on 
these reports, rigorously assessing and evaluating the reports to control the 
lower party. Furthermore, to promote the unification of the content of propa-
ganda, a national propaganda conference was held to unify the content of prop-
aganda and to exchange people. By supplying a large amount of propaganda 
items throughout the region, they tried to unify the propaganda and promote 
the unification of the party members’ opinions.

Livestock Operations Conducted by the Taiwan Development Company on
Hainan Island during the Sino-Japanese War

OKAZAKI Shigeki

          This article describes the actual circumstances surrounding the provi-
sion of live hogs to the Canton region by the Taiwan Development Company 
(TDC) at the early stage of the Japanese occupation of Hainan Island. In the 
research to date, it has been argued that the TDC’s livestock operations on 
Hainan Island were profitable, despite the Company falling into management 
difficulties under the Japanese military administration. While historians have 
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